ピー 


Canon 



操作ガイド（応用編) 

Batera mf6570 




将来いつでも使用できるよう大切に保管してください。 





























• 各種機能の基本操作 
• メンテナンス 
• 各種機能の設定 
• 仕様 


操作ガイド（基本編) 


• 各種機能応用操作 
• ネットワーク/リモート UI 
• システムモニタ 
• 各種レポート/リスト 


• 困ったときには 


操作ガイド（応用編) 
体書） 


• スキャナの操作方法 

スキヤナドライバガイド P 


^このマークが付いているガイドは、付属の CD - ROM に含まれている PDF マニュアルでず。 


• PDF 形式のマニュアルを表示ずるには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステム 
に Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホーム 
ページからダウンロードし、インス!-ールしてください。 

♦ 本書は、改良のため画面等は予告なく変更されることがありまず。正確な仕様が必要な場合はキヤノンまでお問い合 
わせください。 

•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

參本書の内容を無断で転載することは禁止されていまず。 
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巧手ホを検索ずる 


巧のを号で巧手ホを指定ずる 








短縮ダイヤル 

一操作ガイド（基本編） 


ボタンーつで複数の巧手ホを指定ずる 




グループダイヤル 

一操作ガイド（基本編） 


通話中の場合かけなおず 



自動リダイヤル 
一 p.1-3 


原稿の種類に合わせで、画質を調節ずる 


コピー画質の調節 

一操作ガイド（基本編） 



ワンタッチダイヤル 

一操作ガイド（基本編） 


AAAAA 


BBBBB I 


CCCCC 





宛先表からのタイヤル 

一 p.1-2 


複数の巧手ホにファクスを送る 





P. 1-13 


時間を指定しでファクスを送る 



フアクスをプリントしないで乂モリに 
受信ずる 



メモリ受信 

p.1-9 



CCCC 

BBBB 

AAAA 

























































































原稿の読み巧 0 濃度を調節ずる 


因一因 

読み取り濃度の調節 

一操作 ガイド （基本編） 


コピーサイズを拡大 • 縮かずる 


囚 W 图 

拡大/縮ルコピー 

一操作 ガイド （基本編） 



ソートコピー 

一 p. 2-2 


両面にコピーずる 


画像に合わせてスキヤナを設定ずる 


コンピュータからファクスを送信ずる 


PC ファクス 

^オンラインヘルプ 




両面 コヒー 


p. 2-3 


スキヤン 


スキヤナドライバガイド 


ンピュータからプリントずる 


コンピュータから本製品を管埋ずる 


] 己 


盛 


プリント 


オンラインヘルプ 


画 
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p. 4-1 


2枚の原稿を1枚の用紙にコピーずる 


FFFF 
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◎ ◎回 ◎ 
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AAAA 
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一つ前に表示したページに戻りまず。 

前のページまたは次のページを表示します。 
トップページに戻ります。 


「本書の使いかた」のページを表示します。 




クリックすると、それぞれの章や目次、索引ページを表示し 
ます。 
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一つ前に表示したページに戻りまず。 

前のページまたは次のページを表示します。 
トップページに戻ります。 


章の目次が記載されています。 


クリックすると、それぞれの章や目次、索引ページを表示し 
ます。 
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本書では、安全のためにお守りいただきたいことや本製品を使用ずる上で役に立つ情報に、下記のマークを付けていまず。 

警告 

取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負ラ恐れのある警告事項が書かれています。 

ム注意 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害が発生ずる恐れのあるを意事項が書かれています。 

咳タモ 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれていまず。 

また本書では、操作するキー、ディスプレイに表示されるメッセージ、コンピュータ画面上のボタンや項目をが下のように表記しています。 
-キー名称：[ストップ] 

-ディスプレイ：く送信> 

-コンピュータ画面上のボタンおよび選択項目：[詳細設定] 
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商標について 

Canon、Canon ロゴ、 Satera 、 および NetSpot はキヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

著作権について 

Copyright © 2006 Canon Inc . All rights reserved . 

キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなる形式または手段（電子的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他の 
形式/手段を含む）をもっても、本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索システムへの記録、任意の言語やコンピュータ言語への変換などをする 
ことはできません。 

免責事項 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、または特許権の非侵害性に対する保証を含め、明示的または暗示 
的にかかわらず本書に関していかなる種類の保証を負うものではありません。キヤノン株式会社は、直接的、間接的、または結果的に生じたいかなる自然の 
損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じたいかなる損害または費用についても、責任を負うものではありません。 
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ダイヤル機能 


本製品には宛先表、リダイヤル、一時的なトーン発信への切り替え、 
ポーズの挿入、スピードダイヤルなどのダイヤル機能がありまず。 

■ 宛先表を使ラ 

宛先表を使ラと、登録済みの相手先名称から検索してダイヤルできま 
す。登録されているワンタッチダイヤルや短縮ダイヤル番号、グルー 
プダイヤル番号を思い出せないときに便利です。 

1. [ファクス]を押しまず。 

2-[宛先表]を押しまず。 

番号が登録されていない場合はく未登録です > が表示されます。 

3. テンキーを使って、検索ずる相手先の名前の最初の文 
字を入力しまず。 

-例えば、「キ」で始まる名前を検索する場合は、に](力 ABC ) を1 
回または2回押します。 

-入力した文字で始まる名前が登録されている場合は、名前が表示され 
まず。 

•[ ネ]を押すと入カモードが切り替わります。 

[:ア ] :カナ入力 

[: A ] :アルフ ァベッ ト入力 

[: 1] :数字入力 


4. [ィー]または[+ ►] を押してダイヤルずる相手先 
の名前を表示しまず。 

-[+ ►] を押すと、相手先の名前が五十音順に表示されます。 

. [ィ —] を押すと、逆の順序で表示されまず。 

5. ダイヤルずる相手先が表示されたら、 [0 K ] を押し 
まず。 

6. [スタート]を押してダイヤルしまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [◄—] または [+►] を押し 
て原稿サイズを選択し、原稿1枚ごとに[スタート]を押します。すべ 
ての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押します。 

咳ィモ 

ADF 使用時、くファクス仕様設定>のく送信機能設定>でくダイヤルタ 
イムアウト>がくする>に設定されている場合は、設定時間が過ぎると 
[スタート]を押さなくても自動的にダイヤルされます。 


宛先表 
キヤノン 


1-2 































■ リダイヤル 

手動リダイヤルと自動リダイヤルがあります。自動リダイヤルでは、リ 
ダイヤルの回数と間隔を設定することができます。 


手動リダイヤル 


1. [ファクス]を押しまず。 

2. [リダイヤル]を押ずと、テンキーで最後にかけた番 
号にダイヤルできまず。 

手動リダイヤルをキャンセルするには、[リセット]を押しまず。 

3. [スタート]を巧してダイヤルしまず。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 [◄—] または [+►] を押し 
て原稿のサイズを選択し、原稿1枚ごとに[スタート]を押します。す 
ベての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押します。 

咳ィモ 

ADF 使用時、くファクス仕様設定>のく送信機能設定>でくダイヤルタ 
イムアウト>がくずる>に設定されている場合は、設定時間が過ぎると 
[スタート]を押さなくても自動的にダイヤルされまず。 


自動リダイヤル 


[初期設定/登録]を押しまず。 

[ィ —] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または[+ ►] を押してく送信機能設定>を 
選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

[ィ —] または [+ ►] を押してく自動リダイヤル> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+ ►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

くリダイヤル回数>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

[◄— ]、 [+►] またはテンキーを押してリダイヤル 
ずる回数を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

くリダイヤル間隔>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 


12345678 
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10•く送信エラー時リダイヤル>が表示されていること 
を確認し、 [ OK ] を押しまず。 

または [+►] を押してくずる>またはくし 
ない>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

くずる> :送信エラーが起こった場合に、リダイヤルします。 

くしない>:送信エラーが起こった場合でも、リダイヤルしません。 

12•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

■ 一時的に!-ーン発信へ切り替える 

銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサービスの中に 
は、プッシュ回線での利用を前提とするものがあります。本製品がダ 
イヤル回線に接続されている場合は、が下の手順で一時的に!-ーン信 
号を送出することができます。 

@が 

通話ずるには、外付け電話機を本製品に接続する必要があります。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


1- [ファクス]を押しまず。 

2. [オンフック]を押しまず。 

@パ 

ファクス番号を入力する前に、発信音を確認しまず。発信音を確認する 
前に番号を入力した場合、通じなかったり、間違った番号にかかったり 
することがあります。 

3. テンキ ー 、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル番号、 
または宛先表を使って、情報サービスにダイヤルしま 
ず。 

4. 情報サービスの録音メッセージが応答したら 、[I 
ン]を押して!ン発信に切り替えまず。 

5. テンキーを使って、情報サービスに必要な番号を入力 
しまず。 

6. ファクスを受信ずる場合は、[スタート]を押しまず。 

7. [オンフック]を押しまず。 

通信が終了ずると、回線は元の設定に戻ります。 
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■ 海外にファクスを送る（ポーズの挿入） 

海外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズの挿入が必要な場合 
があります。 

1. 原稿をセットしまず。 

2. [ファクス]を押しまず。 

3. テンキーを使って国際アクセス番号を入力しまず。 

国際アクセス香号の詳細については、最寄りの電話会社にお問い合わせ 
ください。 

4. 必要に応じて[ポーズ]を押し、2秒間のポーズを入 
力しまず。 


TEL =123 P 


-ポーズを長くしたい場合は、もう一度[ポーズ]を押すと、2秒間の 
ポーズが追加されます。 

. メニューの設定でポーズの長さを変更することもできます。 

5. テンキーを使って相手先の国番号、エリア番号、ファ 
クス/電話番号を入力しまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


6. [ポーズ]を押して数字の最後に10秒のポーズを入力 
しまず。 

ファクス/電話番号の最後に表示されるく P >は10秒間のポーズを意 
味します。 

7. [スタート]を押しまず。 

■ ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの詳細設 
定 

本製品のワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルに登録してある相手先 
に、国際送信、送信スピード、および ECM (エラー訂正モード）送信 
の詳細を設定することができます。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [ィ ー] または [+►] を押してく宛先表仕様設定> 
を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してくワンタッチダイヤ 
ル>かく短縮ダイヤル>を選択し、 [ OK ] を押しま 
ず。 

4. ワンタッチダイヤルキーを押ずか、[短縮]とテンキー 
(2 巧の番号）を押して相手先を選択し、 [ OK ] を押 
しまず。 

[-^― ] または [+►] を押してワンタッチダイヤル/短縮ダイヤル 
の相手先を選択することもできます。 
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5. [◄—] または [+►] を押してく詳細設定>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

6. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

7. く国際送信>が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 


8. [ィ ー] または[+ ►] を押して適切な送信設定を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

く国内送信>:通常はこの設定を選択します。 

く国際送信 1-3 > :国際送信中に送信エラーが発生した場合は、国際送 
信1から順に試してみてください。 

9. く送信スピード>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

10•[ィ ー] または [+►] を押して送信速度(4800 bps 
〜33600 bps ) を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

パ 

送信エラーが頻繁に起きる場合は、送信速度を下げてください。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


11 •く ECM 通信>が表示されていることを確認し、 [ OK ] 
を押しまず。 

12•[ィ ー] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

珍ィモ 

相手のファクスが ECM 対応の場合は、送受信中のシステムおよび回線 
エラーが 軽減されます。 

13 •[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 
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e o o 

戻る 前へ 次へ 

受信機能 


必要に応じて受信モードを設定できまず。また、メモリ受信機能およ 
びリモート受信機能もありまず。 


■ 受信モードを設定ずる 

適切なモードについては、スタートアップガイド「ファクス受信の設 
定」を参照してください。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [-^― ] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

3. く受信モード選択>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押して受信モードを選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

く自動>:すべての着信をファクスとして受信しまず。 

く FAX/TEL > :ファクスと電話を自動的に切り替えまず。（ーファクス/ 
TEL 詳細設定： P .1-8) 

く留守 TEL > :ファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は留守番 
電話機が用件を録音しまず。 

く手動> :着信に応答しません。手動でファクスを受信してください。 


@パ 

•く FAX/TEL >またはく手動 > の場合は、外付け電話機を本製品に接 
続してください。 

-く留守 TEL > の場合は、留守番電話機を本製品に接続してください。 

5. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

手動で受信ずる 


く受信モード選択>でく手動>を選択した場合は、が下の手順でファ 
クスを受信します。 

1. 着信音が鳴ったら、外付け電話機の受話器を取りま 
ず。 

2. ビープ音が聞こえたら[スター K ] を押しまず。 

3. 受話器を置きまず。 
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ピー 


|フ アクス/ tel 詳細設定 





必要に応じて、が下の手順で詳細設定を変更してください。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄-] または [+►] を押してく受信機能設定>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄-] または [+►] を押してくファクス / TEL 詳細 
設定>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. く呼出開始時間>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

6- [◄— ]、 [+►] またはテンキーを押して、本製品が 
音声通話を着信してから呼出音を鳴らずまでの時間 
(0 秒〜30秒）を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 

ファクスを着信した場合は、呼出音は鳴らさずに受信モードに切り替え 
ます。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


7. く呼出時間>が表示されていることを確認し、 [ OK ] 
を押しまず。 

8. [ィ ー] または [+►] を使って呼出時間 （1 5秒〜300 
秒）を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

9. く呼出後の動作>が表示されていることを確認し、 
[ OK ] を押しまず。 

10•[ィ ー] または [+►] を押して、呼出後の本製品の 
動作を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 

く受信>:受信モードに切り替えます。 

く終了> :通信を切断します。 

11•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 



1-8 






























6 . 


[初期設定/登録]を押しまず。 

[ィ —] または[+ ►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+►] を押してく通信管理設定>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[◄—] または [+►] を押してくメモリ受信設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

咳パ 

くしない>を選択した場合は、メモリに受信したファクスのプリントを 
開始します。 

く暗証番号>が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 


索引 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


7. テンキーを使って受信用暗証番号 （7 巧まで）を入力 
し、 [0 K ] を押しまず。 


暗証番号 
1234日67… 


8. くレポートプリント>が表示されていることを確認 
し、 [0 K ] を押しまず。 

9. [◄—] または [+►] を押してくずる>またはくし 
ない>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くずる>:受信結果レポートをプリントします。 

くしない>:受信結果レポートをプリントしません。 

メモリ受信時刻を設定しない場合は、手順16へ進んでください。 

10•く メモリ受信時刻設定 > が表示されていることを確 
認し、 [0 K ] を押しまず。 

11•[ィ ー] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

12•く メモリ受信開始時刻 > が表示されていることを確 
認し、 [0 K ] を押しまず。 
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13 •テンキーを使って開始時刻に 4 時間制）を入力し、 
[0 K ] を押しまず。 


メモリ受信開始時刻 
00:00 


14•く メモリ受信終了時刻 >が表示されていることを確 
認し、 [ OK ] を押しまず。 

15•テンキーを使って終了時刻を入力し、 [ OK ] を押し 
まず。 

16•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

モリ受信したファクスをずベてプリントずる 


1. r メモリ受信 J 卜 P .1-9) の手順1〜 3 の操作をしま 
ず。 

2. [ィ ー] または [+►] を押してくメモリ受信設定> 
を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

3. テンキーを使ってメモリ受信暗証番号を入力し、 
[ OK ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してくしない>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


■ リモート受信 

リモート受信機能を使ラと、本製品に接続された外付け電話機から 
ファクスを手動で受信することができます。本製品が離れた場所にあ 
る場合、または本製品が使用中の場合に便利です。 

く共通仕様設定 > のくスリープ時の消費電力 > がくイ岳 > に設定されている場合 
は、この機能は使用できません。 

リモ—卜受信のを登録ずる 


初期設定リモート受信 ID (初期値： 25) を変更する場合は、が下の手 

順を実行します。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してく受信機能設定>を 
選択し、 [ OK ] を押しまず。 

4. [◄-] または [+►] を押してくリモート受信>を 
選択し、 [ OK ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

6. [クリア]を2回押して、初期設定リモート受信 ID (初 
期値： 25) を消去しまず。 

7. テンキーを使って新しいリモート受信 ID (0 〜9、木、 
#を使用した2巧）を入力し、 [ OK ] を押しまず。 

8. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 
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I ファクスをリモート受信ずる 

1. 着信があったら、外付け電話機の受話器を取りまず。 

2. テンキーを使って、2巧のリモート受信 ID を入力し、 
受信を開始しまず。 

咳タモ 

ダイヤル回線に設定されている場合は、 [ I -ーン]を押して!-ーン発信に 
切り替えてください。 

3. 受信が完了したら、受話器を置きまず。 

■ 特殊なファクス出力 

受信画像縮小、両面 EP 刷機能があります。 

受信画像の縮小 

受信したファクスを縮小してプリントできます。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [ィ ー] または [+►] を押してくプリント設定>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


4. く画像縮ル>が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

6. [◄—] または [+►] を押してく画像縮ル>または 
く縮ル方向>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く縮小方向>を選択した場合は、手順10に進んでください。 

7. [◄—] または [+►] を押してく自動>またはく固 
定>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

く自動>を選択した場合は、画像は自動的に縮ルされます。手順9に進 
んでください。 

8. [◄—] または [+►] を押して縮小率（97%、95%、 
90%、75%)を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

9. く縮ル方向>が表示されていることを確認し、 [ OK ] 
を押しまず。 
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10.[^—] または [+►] を押してく縦のみ > または 
く縦横>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く縦のみ> :縦方向のみ縮ルします。 

く縦横> :縦横の両方向を縮ルします。 

11•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

両面印刷 


受信したファクスを用紙の両面にプリントできます。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくファクス仕様設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄-] または [+►] を押してくプリント設定>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄-] または [+►] を押してく両面記録>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

6. [ストップ]を巧して待受画面に戻りまず。 
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各種レポート/リスト 





户引 
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原稿をセットしまず。 

2. [ファクス]を押しまず。 

3. テンキー、ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル番 
号、または宛先表を使って相手先を入力しまず。 

矮タモ 

テンキーを使っての入力は、1件のみです。 

4. 手順 3 を繰り返して相手先（最大 124 件）を入力し、 
[スタート]を押しまず。 


タイマー送信 

タイマー送信を使って、指定した時刻に送信を開始できます。 

1. 原稿をセットしまず。 

2. [ファクス]を押しまず。 

3. [タイマー送信]を押しまず。 

4. テンキーを使って送信開始時刻を入力し、 [0K] を 
押しまず。 

-時刻は24時間制で入力しまず。 

. ゼロも含めたすべての番号を入力します。 

例） 


送信時刻設定 
20:00 


5. テンキー、ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル番 
号、または宛先表を使って相手先を入力しまず。 

最大で124件まで入力できます。 
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ADF 使用時、くファクス仕様設定>のく送信機能設定>でくダイヤルタ 
イムアウト>がくする>に設定されている場合は、設定時間が過ぎると 
[スタート]を押さなくても自動的にダイヤルされます。ただし、テン 
キーを使って相手先を入力した場合は、[スタート]を押すまでダイヤル 
されません。 

一時的な停電中 （1 時間 ■ U 乂内）にタイマー送信の設定時刻になった場合、 
翌日の設定時刻にファクスが送信されます。 


■ 両面原稿を送信ずる 

ADF 内で原稿を自動的に裏返して、両面を読み込むように設定するこ 
とができます。 


1. ADF に原稿をセットしまず。 

2. [ファクス]を押しまず。 
[両面]を押しまず。 


3. 

4. 


[ィ —] または [+►] を押してく左ち開き>または 
く上下開き>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く左右開き>:原稿の表と裏の上下を同じ向きで読み込みます。 

く上下開き>:原稿の表と裏の上下を逆向きで読み込みます。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


5. テンキー、ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル番 
号、または宛先表を使って相手先を入力しまず。 



6. [スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消して待受画面に戻るには、[リセット]を押しまず。 

感ィモ 

-くファクス仕様設定>のく送信機能設定>でくダイヤルタイムアウト> 
力 《 くする>に設定されている場合は、設定時間が過ぎると自動的にダイ 
ヤルされます。ただし、テンキーを使って相手先を入力した場合肤[ス 
タート]を押すまでダイヤルされません。 

-一時的な停電中 （1 時間が内）にタイマー送信の設定時刻になった場合、 
翌日の設定時刻にファクスが送信されます。 
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ストッフ ° が押されました 
0 K キ-を押してください 


く通信を中止しまずか？ >が表示されたら、[-^一] 
を押してくはい > を選択しまず。 


通信を中止しますかマ 
くはい いいえ> 


が 

ADF からの送信ジョブを中止した場合は、読み込まれていない原稿を 
ADF から取り出します。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 
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コピー応用機能 .2-2 

ソー トコ ピー .2-2 

予約 コピー .2-3 

両面 コピー .2-3 

2 in 1 .2-5 

枠消し .2-6 

コピージョブの中止 .2-9 
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システムモニタ 


各種レポート/リスト 
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L 索引 



ソートコピー 

コピーをぺージ順にそろえることができます。 この機能は、両面コピー 
(一 P .2-3) および 2 inl (一 P .2-5) の機能といっしよに使うことが 
できます。 

原稿をセットしまず。 

[コピ ー] を押しまず。 

くコピー仕様設定>のく標準モードの変更>でく自動ソート>がく部単 
位 > に設定されている場合は、手順己に進んでください。 

3. [ソート]を押しまず。 

4. [ィ ー] または [+►] を押してく 0 N > を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

5. テンキーを使ってコピー部数を入力しまず （1 〜 99)。 


e 〇 〇 


戻る 


前へ 


次へ 



[スタート]を押しまず。 

ADF を使っている場合は、ここで作業は完了でず。 

原稿台ガラスを使っている場合は、 [◄—] または [+• 
のサイズを選択し、 [0 K ] を押しまず。 


を押して原稿 


8 . 


原稿台ガラスに次のぺージをセットして、[スタート] 
を押しまず。 

この手順を繰り返して、すべてのページを読み込みます。 

[0 K ] を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 
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■ 予約 コピー 

本製品がプリント中でも、コピー設定と原稿の読み込みができます。作 
業中のジョブが完了してから、読み込み済みのコピージョブが開始さ 
れます0 


1. 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. コピーモードとコピー部数 （1 〜 99) を設定し、[ス 
夕ート]を押しまず。 

コピージョブは、最大5件まで予約できます。 

■ 両面コピー 

両面コピー機能を使って、片面または両面の原稿から両面コピーをし 
たり、両面の原稿から片面コピーしたりすることができます。この機 
能は、「ソートコピー」（一 P .2-2) および「2 ini 」 （一 P .2-5) の機 
能と一緒に使ラことができます。 


片面から両面へのコピー 


原稿 



左右開き 

今 


咬 

上下開き 



コピ- 





両面から両面へのコピー 


原稿 



左右開き 

今 

咬 

上下開き 



両面から片面へのコピー 



パ 

両面コピーにはが下の用紙を使用してください。 

-用紙サイズ： A 4 (手差しトレイにセツトされた LGL および LTR サイズも使 
用できまず。） 

-用紙の重さ： 64〜90 g / m ^ 
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[ 片面から両面にコピーずる 

片面の原稿から両面コピーします。 

1. 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [両面]を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく片面>両面>を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してく左ち開き>または 
く上下開き>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く左ち開き>:コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。 

く上下開き>:コピーの表と裏の面の上下を逆向きにします。 

6. [スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 

パ 

-原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿！枚ごとに[スタート] 
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押しまず。 
. 手順日は省略することもできます。その場合、く片面 > 両面>、く左 
右開き > で両面コピーしまず。 
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| j 巧面から両面にコピーずる 

両面の原稿から両面コピーします。 

1- 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [両面]を押しまず。 

4- [◄—] または [+►] を押してく両面>両面>を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押して（原稿の）く左右開 
き>またはく上下開き>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

く左右開き>:原稿の表と裏の面の上下を同じ向きにします。 

く上下開き>:原稿の表と裏の面の上下を逆向きにします。 

6. [◄—] または [+►] を押して（コピーの）く左右 
開き>またはく上下開き>を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

く左右開き>:コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。 

く上下開き>:コピーの表と裏の面の上下を逆向きにします。 

7. [スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 

咳タモ 

-原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿！枚ごとに[スタート] 
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押します。 
-手順日、6は省略することもできます。その場合、く両面 >両面 >、原 
稿、コピー向きともく左右開き > で両面コピーします。 

. 手順5でく上下開き > を選択して、 [ スタート]を押すと、原稿、コ 
ピー向きともにく上下開き > で両面コピーします。 



2-4 



























面面から片面にコピーずる 


両面の原稿から片面コピーします。 

1. 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [両面]を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく両面>片面>を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してく左右開き>または 
く上下開き>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く左ち開き>:原稿の表と裏の面の上下を同じ向きにしまず。 

く上下開き>:原稿の表と裏の面の上下を逆向きにします。 

6. [スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 

パ 

-原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿！枚ごとに[スタート] 
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押しまず。 
. 手順日は省略することもできます。その場合、く両面 > 片面>、く左 
右開き > で両面コピーしまず。 


原稿をセットしまず。 

[コピ ー] を押しまず。 

に in 1] を押しまず。 

[ィ —] または [+ ►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+ ►] を押して原稿サイズを選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+ ►] を押して用紙サイズを選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

テンキーを使ってコピー部数を入力しまず （1 〜99)。 
[スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 


■ 2 in 1 

2 in 1を使うと、選択した用紙サイズに合うように2枚の原稿を自動 
的に縮小してコピーすることができます。この機能は、「ソートコピー」 
(一 P .2-2) および「両面コピー」（一 P .2-3) の機能と一緒に利用でき 
ます。 


原稿 



コピー 



1 2 3 4 5 6 78 
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原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに[スタート] 
を押しまず。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押しまず。 
2 in 1でコピーずると、縮ルされた原稿間に最大で2 mm 〜3 mm 
の余白ができまず。 


リモート UI 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 



■ 枠消し 

いろいろな原稿からコピーするときに現れる影や線を消すことができ 
ます。 


原稿枠消し 


コピー ( A 4) 


原稿 ( A 5) 



原稿枠消しが選択 
されている場合 

今 

今 

原稿枠消しが選択 
されていない場合 




mm 

嗎 


コピー ( A 4) 


mm 

喔 
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ブック枠消し 


コピー 


ブック枠消し 
が選択されて 
原稿 いる場合 


今 


今 

ブック枠消し 
が選択されて 
いない場合 





パンチ巧枠消し 


原稿 



パンチ穴枠消し 
が選択されてい 
る場合 


0 


0 

パンチ穴枠消し 
が選択されてい 
ない場合 


コピー 



コ ピー 






































































































































































原稿枠消し 


原稿枠消し機能を使って、指定した用紙サイズより小さい原稿をコ 
ピーするときに現れる影や線を消すことができます。 

1- 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [枠消し]を押しまず。 

4. [ィ ー ] または [+►] を押してく原稿枠消し>を選 
択し、 [0 K ] を巧しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押して見開き原稿サイズを 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

6. [◄— ]、[+►]、またはテンキーを押して、4辺の枠 
消し幅を設定し、 [0 K ] を押しまず。 

枠消し幅は1 mm 〜50 mm の間で設定しまず。 

7. テンキーを使ってコピー部数を入力しまず （1 〜99)。 
8-[スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 


e 〇 〇 
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ブック枠消し 


ブック枠消し機能を使って、本や綴じた原稿などのような両開きの 
ページを1枚の用紙にコピーするときに現れる中央の線や重なった 
ページの影、および枠を消すことができます。 

1. 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [枠消し]を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してくブック枠消し>を 
選択し、 [ OK ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押して原稿のサイズを選択 
し、 [ OK ] を押しまず。 

6. [◄— ]、[+►]、またはテンキーを押して、4辺の 
ブック枠消し幅（全周均一）を設定し、 [ OK ] を押 
しまず。 

ブック枠消し幅は1 mm 〜50 mm の間で設定します。 

7- [◄— ]、[+►]、またはテンキーを押して、ブックの 
枠消し幅（中央）を設定し、 [ OK ] を押しまず。 

枠消し幅（中央）は1 mm 〜50 mm の間で設定しまず。 

8. テンキーを使ってコピー部数を入力しまず （1 〜 99)。 

9. [スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押しまず。 
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L パンチ巧消し 



パンチ巧消し機能を使って、パンチ巧の開いた原稿をコピーするとき 
に現れる巧の影を消すことができます。 

1- 原稿をセットしまず。 

2. [コピ ー] を押しまず。 

3. [枠消し]を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してくパンチ巧消し>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してパンチ巧の位置 

(く左>、く右>、く上>、く下 >) を指定し、 [0 K ] 
を押しまず。 

6. [◄— ]、[+►]、またはテンキーを押して、パンチ巧 
消し幅を設定し、 [0 K ] を押しまず。 

パンチ巧消し幅は3 mm 〜20 mm の間で設定します。 

7. テンキーを使ってコピー部数を入力しまず （1 〜99)。 
8-[スタート]を押しまず。 

すべての設定を取り消すには、[リセット]を押します。 
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パンチ巧の位置は、が下のイラストのとおりです。 


C 



ADF 


C 



1 

—— LJ —— T 。 


」つ ] 
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原稿台ガラス 


左右上下 
A B C D 




































































ストッフ ° が押されました 
0 K キ-を押して〈ださい 


くコピーを中止しまずか？ >が表示されたら、 [◄-] 
を押してくはい>を選択しまず。 


コヒ° -を中止しますかマ 
<はし、 いいえ> 
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各種レポート/リスト 
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プリント/ファクス送信ができるよラコンピュータを設定ずる .3-22 

本製品の接続方法 （ LPD / Raw ).3-22 

プリントサーバを設定ずる .3-25 

本製品を管理ずる .3-26 

リモート UI を使って本製品を管理ずる .3-26 

Nets pot Device Installer を使って管理する .3-26 

NetSpot Console を使って管理ずる .3-26 
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動作環境 


コンピュータからのプリントやファクス送信をずるには、 TCP / IP が 
使用できるネットワークで ij (下の動作環境が必要でず。 

•オペレーティングシステム 

- Microsoft Windows 98/98SE 
- Microsoft Windows Me 
- Microsoft Windows 2000 Server 
- Microsoft Windows 2000 Professional 
- Microsoft Windows XP Home Edition 
- Microsoft Windows XP Professional 
- Microsoft Windows Server 2003 
• コンピュータ 

- Windows 機、旧 M PC 互換機 
•ウェブブラウザ（リモート UI に必要） 

- Microsoft Internet Explorer 5.01 SPl が降 

- Netscape Communicator/Navigator 6.0 が降、ただし 
Netscape Communicator 6 は除 <s 

@が 

- Windows 98または Me をお使いの場合は 、 Service Pack 3が降をインス 
I -ールずる必要がありまず。 

-本製品は NetBEUI に対応していません。 

-必要な機器の詳細については、最寄りのキヤノン販売店にお問い合わせくだ 
さい。 




























TCP パ P ネットワークの設定方法 



本章では、 TCP / IP ネットワークで本製品を使用ずるための設定方法 
について説明しまず。 

1 ■ ネットワークケーブル接続（ースタートアップガイド 
r ソフトウェアのインス I ル/アンインス I ル J ) 

ネットワークケーブルで本製品をネットワークに接続しまず。 

2. インタフェース 設定（一 P .3-5) 

本製品とネットワークに接続されたコンピュータ間で通信するために必 
要なインタフェースを設定します。が下のいずれかを使用して設定でき 

丰寸 

-本製品の操作パネル 
•リモート UI 

3. 通信環境の設定（一 P .3-7) 

本製品とネットワーク上のコンピュータ間で通信ずるための設定をしま 
す。乂下のいずれかを使用して設定できます。 

-本製品の操作パネル 
•リモート UI 

4. プロトコルを設定ずる前の作業（一 P .3-10) 

本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように、プロトコ 
ルを設定する前に本製品の IP アドレスを設定しまず。が下のいずれかを 
使用して設定できます。 

-本製品の操作パネル 
. ARP/PING コマンド 

- NetSpot Device Installer (付属の CD-ROM に収録されているキヤ 
ノンユーテイリテイソフトウェア） 


5. プロトコル設定（一 P .3-16) 

本製品のプロトコルを設定します。が下のいずれかを使用して設定でき 
まず。 

-本製品の操作パネル 
• リモート UI 

.NetSpot Device Installer (付属の CD-ROM に収録されているキヤ 
ノンユーテイリテイソフトウェア） 

6. プリント/ファクス送信ができるようコンピュータ 
を設定ずる卜 P .3-22) 

プリント/ファクス送信をするすべてのコンピュータに設定します。 
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インタフェース設定 


[ETHERNET ドライノ V ’ 


通信方法と ETHERNET 接続の種類を設定します。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [ィ ー] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [ィ ー] または [+►] を押してくネツトワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく ETHERNET ドラ 
イバ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. く自動検出>が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 

6. [ィ ー] または[+ ►] を押して検出方法を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

く自動> :通信モード（半二重/全二重）および ETHERNET の種類 
( lOBase - T /100 Base - TX ) 力 《 自動的に検出されまず。手順11に進ん 

く手動> :通信モードと ETHERNET の種類を手動で設定しまず。 


e 〇 〇 
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@タモ 

電源を入れたままネットワークケーブルを再接続ずる場合（別の 
ETHERNET 八ブにケーブルを接続しなおず場合など）、く自動検出>を 
く自動>に設定していても、自動検出機能は動作しません。（電源を切っ 
た状態でケーブルを接続してください。） 

7. く通信方式>が表示されていることを確認し、 [ OK ] 
を押しまず。 



8. [ィ ー] または[+ ►] を押して通信方式を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

く半二重>:交互に送信/受信します。 

く全二重>:同時に送信/受信します。 

9. く ETHERNET の種類>が表示されていることを確 
認し、 [ OK ] を押しまず。 

10. [ィー]また [+►] を押して ETHERNET の通信種 
類を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 

く1 OBASE-T > : lOBase-T ネットワーク接続を設定します。 

く100 BASE-TX > :100 Base-TX ネットワーク接続を設定しまず。 

11•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

12•主電源を入れなおしまず。 
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luSB デバイス制限 





USB からのジョブを制限できます。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してく USB デバイスを 
使用>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄-] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

5. [ストップ]を巧して待受画面に戻りまず。 

6. 主電源を入れなおしまず。 
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通信環境の設定 


ここでは、本製品に対応した2つのプロトコル 、 HTTP (HyperText 
Transfer Protocol ) および SNMP(Simple Network Management 
Protocol ) について説明しまず。 

[http 


HTTP を使うと、ウェブインタフェース（リモート UI など）から本製 
品とコンピュータ間の通信ができます。 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄-] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. く TCP/IP 設定 > が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してく HTTP を使用>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 


6. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

7. テンキーを使って HTTP ポート番号を入力し、 [0 K ] 
を押しまず。 

8. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

9. 主電源を入れなおしまず。 

ISNMP 


SNMP を使うと、本製品の状態の監視や、本製品の情報の入手が簡単 
にできます。が下の2項目を設定できます。 

くコミュニティ名>: 

SNMP のコミュニティ名を設定します。コミュニティ名は2つまで設 
定できます。 

く SNMP 書込み可能> : 

ネットワーク上のコンピュータから本製品にアクセスし、有効になっ 
ている設定を変更できます。各コミュニティに対して別々に設定でき 
ます。 
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[初期設定/登録]を押しまず。 



2. [◄—] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく SNMP 設定>を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. く SNMP を使用>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

6. [◄—] または [+►] を押してくずる>またはくし 
ない>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くする> :本製品の各項目を設定または確認する場合、 SNMP を使用す 
るユーティリティで情報を取得します。 

くしない> : SNMP ユーティリティを使用しません。手順16に進んで 
ください。 

7. テンキーを使って SNMP ポート番号を入力し、 [0 K ] 
を押しまず。 


咳タモ 

. キヤノンプリンタドライバまたはユーテイリテイをお使ぃになる場 
合、く SNMP を使用>およびく専用ポート設定>の両方をくする>に 
設定します。 

-設定や確認ができるコンピュータの IP アドレスを制限することができ 
ます。 IP アドレスを制限した場合は、く SNMP を使用 >およびく専用 
ポート設定 > がくずる > に設定されてぃても、許可された IP アドレス 
を持つコンピュータが外からは、リモート UI を使っての設定やコン 
ピュータの詳細情報の表示はできません。いプロトコル設定： P .3-16) 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


8. くコミュニティ名1 >が表示されていることを確認 
し、 [0 K ] を押しまず。 

9 -テンキーを使って rpublicj が外のコミュニティ名 
を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

10 •くコミュニティ名2 >を設定ずる場合は、 [ OK ] を押 
しまず。 

設定しない場合は、 [+►] を押して、手順12に進んでください。 

11 .テンキーを使ってコミュニティ名を入力し、 [ OK ] を 
押しまず。 

12 •く SNMP 書込み可能1 >が表示されていることを確 
認し、 [ OK ] を巧しまず。 

13.[ィー ] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 
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システムモニタ 


各種レポート/リスト 




- ^ 

L 索引 



14•く SNMP 書込み可能2 >を設定ずる場合は、 [0 K ] を 
押しまず。 

設定しない場合は、手順16に進んでください。 

15.[ィー ] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

16•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

17•主電源を入れなおしまず。 


L 専用ポート 


キヤノンプリンタドライバまたはユーテイリテイを使って、本製品の 
設定や詳細情報の確認をする場合は、く専用ポート設定>をくする> 
に設定します。 

感ィモ 

.く SNMP を使用 >およびく専用ポート設定 >の両方をくする > に設定します。 

. 設定や確認ができるコンピュータの IP アドレスを制限することができまず。 
IP アドレスを制限した場合は、く SNMP を使用 >およびく専用ポート設定> 
がくする>に設定されていても、許可された IP アドレスを持つコンピュータ 
が外からは、リモート UI を使っての設定やコンピュータの詳細情報の確認は 
できません。（ープロトコル設定： P .3-16) 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄-] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [ィ ー] または [+►] を押してく専用ポート設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してくずる>またはくし 
ない>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くしない>:キヤノンプリンタドライバおよびユーティリティは使用し 
ません。 

くする>:キヤノンプリンタドライバまたはユーティリティを使って、本 
製品の設定や詳細情報の確認をしまず。 

6. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

7. 主電源を入れなおしまず。 
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プロトコルを設定ずる前の作業 


プロトコルを設定ずる前に、 IP アドレスを設定して本製品とコン 

ピュータが通信できるよラにずる必要がありまず。 ij (下のいずれかを 

使用して設定ずることができまず。 

-本製品の操作パネル 

- ARP / PING コマンド 

- NetSpot Device Installer （キヤノンユーテイリテイソフトウェア） 

咳ィモ 

. 本項の乂下の手順を実行ずるには、本製品の MAC アドレスが必要です。本 
製品の操作パネルから MAC アドレスを確認するには、ユーザデータリスト 
を印刷してください。（一操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/ 
設定」 

- ARP / PING コマンドをお使いになる場合は、が下の手順で本製品に IP アド 
レスを直接割り当てることができます。本製品に IP アドレスを直接割り当て 
る方法とは別に、 DHCP 、 BOOTP 、 RARP を使って IP アドレスを指定する 
方法もあります。本製品の起動時またはリセット時に、 DHCP 、 BOOTP 、 ま 
たは RARP が使用されているかどうかが確認され、最初の利用可能な設定方 
法で IP アドレスが割り当てられます。このときに本製品の IP アドレスも自 
動的に割り当てられるので、が下の手順は不要でず。ただし、 IP アドレスを 
再度割り当てる場合、または DHCP 、 BOOTP 、 RARP が使用できない場合 
は、乂下の手順を実行してください。 


本製品にアクセスできるコンピュータの IP アドレス範囲を指定して、セキュ 
リテイを高めることができます。 

コンピュータの IP アドレス範囲を指定すると、許可されていない IP アドレ 
スを持つコンピュータでリモート UI が使用できなくなり、設定や詳細情報を 
確認するユーテイリテイも利用できなくなります。 

本製品にデータ（プリント/ファクスジョブ）を送信できるコンピュータの 
IP アドレス範囲を指定すると、本製品は許可されていない IP アドレスを持つ 
コンピュータからのデータを受信しません。 （一 TCP / IP を設定ず る： P .3-16) 
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ピー 




[初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [ィ ー] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. く TCP/IP 設定 > が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

5. [ィ ー] または [+►] を押して割り当て方法を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

く IP アドレス自動取得>:本製品に IP アドレスが自動的に割り当てられ 



ます。 

く IP アドレス > :固定 IP アドレスを割り当てまず。手順9に進んでく 
ださい。 

6. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 

[0 K ] を押しまず。 


索引 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


7. [ィ ー] または [+►] を押してプロトコル （ DHCP 、 
BOOTP 、 または RARP ) を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

8. [◄—] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

手順14に進んでください。 

9. テンキーを使って IP アドレス番号を入力し、 [0 K ] を 
押しまず。 

10•くサブネットマスク>が表示されていることを確認 
し、 [ OK ] を押しまず。 

11•テンキーを使ってサブネットマスク番号を入力し、 
[ OK ] を押しまず。 

12•くゲートウェイアドレス>が表示されていることを 
確認し、 [ OK ] を押しまず。 

13•テンキーを使ってゲートウェイアドレス番号を入力 
し、 [ OK ] を押しまず。 

14•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

15•主電源を入れなおしまず。 
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ピー 


ネットワーク設定を確認ずる 



1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [ィ ー] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく IP アドレス確認> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [◄—] または [+►] を押してく IP アドレス>、 

くサブネットマスク >、またはくゲートウェイアドレ 
ス>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

6-[ストップ]を巧して待受画面に戻りまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


■ ARP / PING コマンドを使って設定ずる 

1. MS - DOS プロンプトまたはコマンドプロンプトを起 
動しまず。 

2. が下のコマンドを実行して、 ARP テーブルに固定値 
を登録しまず。 

arp-s く IP アドレス>く MAC アドレス> 

く IP アドレス > :本製品に割り当てる IP アドレスを指定します。 IP アド 
レスは、「.」で区切られた〇〜25日の4つの数きで構成されています。 
く MAC アドレス > :本製品の MAC アドレスを指定します。2巧ごとに 
し」で区切ります。 

入力例： arp-s 1 72.20.88.12500-00-85-05-70-31 


3. が下のコマンドを実行して、ネットワークに IP アドレ 
スを設定しまず。 

ping く IP アドレス>-1479 

く IP アドレス > :上記の手順2で指定した IP アドレスを入力します。 
入力例 ： ping 172.20.88.125-1479 

@パ 

•ししの I は、アルファベットの「し（エル）です。 

-サブネットマスクアドレスはく 255.255 .255.0 >に設定され、ゲート 
ウェイアドレスは、く 0.0 .0.0 > に設定されます。 
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システムモニタ 


各種レポート/リスト 



付属の CD - ROM をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセットしまず。 

デスクトップの[マイコンピュータ]アイコンをダブ 
ルクリックしまず。 

CD - ROM ドライブアイコンを右クリックして、[開 
く]をクリックしまず。 

3. CD-ROM 内にある [ NetSpot _ Device _ lnstaller ] 
フォルダの [ nsdi ] を実行しまず。 

4. -覧から、[デバイス名]に本製品の MAC アドレス、 
[が態]欄にく未設定>が表示されているデバイスを 
選択しまず。 


索引 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


5. 選択したデバイスを右クリックし、ポップアップメ 
ニューの[初期設定]をクリックしまず。 



6. [初期設定]ダイアログボックスでが下の項目を設定 
し、[次へ]をクリックしまず。 


初期試ち 


MAC アドレス (M) : 
サプネットを)： 
製品をイブ(巳)'' 

物巧イシタ71-ス 


く戻る(日）放へし N )> j ) キが片 Z ル I 


邮加:日日:日1:61お2 


1192.16日.222.2日日 


Ethernet (E) : 

广 Token Ring CD : 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 



[製品タイプ] 


NetSpot Device Installer を実行 
中のコンピュータが複数のネット 
ワークに接続されている場合は、本 
製品が属するサブネットを選択し 
ます。 

お使いの製品名が表示されます。本 
製品名が表示されない場合は、 
[ MF 6580 PL / 657 0] を選択しま 
す。 


TCP / IP プロトコルを設定しまず。 


初期試ち： <00:00:8日:日1:61 :b2> 



索引 



[フレームタイプ] [ETHERNET II ]を選択します。 

[ IP アドレス設定方法] IP アドレスの設定方法を選択しま 

す。 


[手動設定]: 

IP アドレスを直接入力します 。 [IP 
アドレス]欄に入力された IP アドレ 
スが本製品に割り当てられます。 

[ DHCP ] : 

IP アドレスは DHCP により自動的 
に割り当てられます。 （ DCHP サー 
バがネットワーク上で起動してい 
る必要があります。） 


[ IP アドレス] 本製品に割り当てる IP アドレスを入 

力します。 
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設定内容を確認し、 [0 K ] をクリックしまず。 

が下のメッセージボックスが表示されたら、 [0 K ] を 
クリックしまず。 



e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 
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操作パネルを使って設定ずる 



[ tcp / ip を設定ずる 


NetSpot Console のユーティリティソフトウェアは、付属の CD - ROM に 
収録されていません 。 NetSpot Console をお使いになるには、キヤノンの 
ウェブサイトからダウンロードしてください。 

NetSpot Console の詳細については、オンラインヘルプまたは NetSpot 
Console の Readme フアイルを参照してください。 

NetSpot Console を使ってプロトコルを設定する場合は、管理者モードで口 
グインしまず 。 NetSport Console の使いかたについては 、 NetSport Console 


2 . 

3 . 


[初期設定/登録]を押しまず。 

[ィ —] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

[ィ —] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 



のオンラインヘルプを参照してください。 

リモート UI で IP アドレスなどを変更しても、設定の表示に変更は反映されませ 
ん。本製品で確認する場合は、くシステム設定>にあるくネットワーク設定>の 
く IP アドレス確認>、またはユーザデータリストをプリントして確認できます。 
(一操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設定」） 


んく TCP/IP 設定 > が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 

5 . [◄—] または [+►] を押してく LPDE 口刷を使用> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

6. [◄-] または [+►] を押してくずる>またはくしな 
い>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くずる> :プリント用アプリケーションに LPD を使用します。 

くしない> : LPD 巧刷を使用しません。手順8に進んでください。 

7 . テンキーを使ってポート番号を入力し、 [0 K ] を押 
しまず。 
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8. く RAW 設定 > が表示されていることを確認し、 [OK] 
を押しまず。 

9 . [◄-] または [+►] を押してくずる>またはくしな 
い>を選択し、 [OK] を押しまず。 

くする> :プリント用アプリケーションに RAW を使用します。 

くしない> : RAW 印刷を使用しません。手順14に進んでください。 

10•くポート番号 > が表示されていることを確認し、 
[OK] を押しまず。 

11 •テンキーを使ってポート番号を入力し、 [OK] を押 
しまず。 

12•く双方向を使用 > が表示されていることを確認し、 
[OK] を押しまず。 

13 . [ィー ] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[OK] を押しまず。 

14 . [^-]または [+►] を押してく IP アドレス範囲指 
定>を選択し、 [OK] を押しまず。 

15 . [ィー ] または [+►] を押してくずる>を選択し、 
[OK] を押しまず。 

16 •く許可/拒否 > が表示されていることを確認し、 
[OK] を押しまず。 


1 ?.[◄-] または [+►] を押してく拒否>またはく許 
可>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

く許可> :どの IP アドレスを持つコンピュータからでも、本製品にデー 
夕（プリント/ファクスジョブ）を送信できます。 

く拒否> :指定された IP アドレスを持つコンピュータからのみ、本製品 
にデータ（プリント/ファクスジョブ）を送信できます。 

1巧•く IP アドレス範囲入力>が表示されていることを確 
認し、 [ OK ] を押しまず。 

19. [ィー ] または [+►] を押してく IP アドレス1 >〜 
< IP アドレス4 >から1つを選択し、 [ OK ] を押し 
まず。 

20. く開始アドレス > が表示されていることを確認し、 
[ OK ] を押しまず。 
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リモート Ul 



22•く終了アドレス > が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 

23 •テンキーを使って終了 IP アドレスを入力し、 [0 K ] を 
押しまず。 

別の IP アドレス範囲を入力ずるには、手順 19-23 を繰り返します。く 
IP アドレス4 >のく IP アドレスの終了>を指定すると、く RXMAC ア 
ドレス設定 > の表示が確認できます。 [0K] を押して、手順26に進んで 
ください。 

24 •く TCP / IP 設定>のく IP アドレス範囲設定>が表示 
されるまで、[初期設定/登録]を押しまず。 

25 . [ィー]または [+►] を押してく受信許可 MAC アド 
レス>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

26 . [◄-] または [+►] を押してくずる>またはくしな 
い>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くしない> : MAC アドレスフィルタを無効にします。手順29に進んで 
ください。 

くずる> : MAC アドレスフィルタを有効にします。 

咳タモ 

くする>を選択した場合は、指定されていない MAC アドレスからはア 
クセスできません。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


27.[^— ] または [+►] を押してく許可アドレス1 >〜 
く許可アドレス5 >から1つ選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

28•アクセスを許可ずる MAC アドレスを指定し、 [0 K ] 
を押しまず。 

他の MAC アドレスも指定する場合は、手順27と28を繰り返します。 

29•[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

30•ま電源を入れなおしまず。 

起動時間を設定ずる 



本製品がスイッチング八ブに接続されている場合、ネットワークが正 
しく設定されていても、ネットワークに接続できないことがあります。 
これは、本製品をスイッチング八ブに接続するとすぐに、スイッチン 
グ八ブ間のスパニングツリーのプロセスが八ブ間の通信を妨害するた 
めに起こります。 

このような場合は、が下の手順で通信の開始を遅らせてください。 
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1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくシステム管理設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [ィ ー ] または [+►] を押してくネットワーク設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [◄—] または [+►] を押してく起動時間の設定> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [ィ ー]、[+►] またはテンキーを押して本製品のネッ 
トワーク通信開始遅れ時間を設定し、 [0 K ] を押し 
まず。 

0秒〜300秒の間で設定できます。 

6. [ストップ]を巧して待受画面に戻りまず。 

7. ま電源を入れなおしまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


■ リモート UI を使って設定ずる 

咳乂モ 

. リモート UI を使う前に、くシステム管理設定>のく HTTP を使用>がくす 
る > に設定され、くリモート UI >がく ON >に設定されていることを確認し 
てください。（一操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設定」） 

-プロキシサーバを使って接続している場合は、が下の設定を使用します。（設 
定はネットワーク環境によって異なります。） 

ウェブブラウザを設定してプロキシサーバを使用ずる場合は、本製品の IP ア 
ドレスを除外リスト（プロキシサーバを使用しないアドレス）に追加します。 
-ウェブブラウザのクッキーを有効にします。 

-同時に複数のリモート UI を起動している場合は、最後の設定のみが有効にな 
りまず。リモート UI は1つだけ起動することをおすすめします。 

1. ウェブブラウザを起動しまず。[アドレス]または[設 
置場所]に本製品の IP アドレスを入力し、キーボー 
ドの Enter ] キーを押しまず。 

入力例： http:// 172.20 .88. 125/ 
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2. [管理者モード]を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 



リモート UI 






% リモート… 山 


苗 

Copyrieht CANON INC. 2006 

All Rights Reserved 

に 

巧品ち： MF 日日孤 Series 

ブリンタ： 〇 巧則可能です。 ^ 

スキャナ： 〇 読みをみ巧能です* 

フアタス： 〇 フ7タス可能です • 


\^總吾就7。,巧。み诵ぶ1 


0一おユ-ザモード 

このモードではデバイスやジョブの巧巧历 K が巧巧でず。 

ドキュイントの3—ナーをを入力すると、そのドキュグソトにミ 

オーナーを： 广 


:巧しジョブの斯 W 巧粗こなり 


Canon 




本製品にパスワードが設定してある場合は、パスワードを入力し、 [OK] 
をクリックします。 




3-[デバイス]で[ネットワーク]をクリックしまず。 




■aiEira 



3 ちる，〇 因团 わよ 
r: ' — tohttpy/l 92.16 8222.61/ 


■a 画 巧 




層 M 


の 


も T リながよ少。 

Ethernet トライ/巧妨!； 
伝 imS : 

：：アドレス： 

-卜設定： 


講アドレつ 
ま用ボート言! 


自動お出 
100Mbps 
00 00沉5161 


* ••亡 ’3 


お動寺間； 

IP ァドレスを自動(こ収得 
DHCP によるアト 
BOOTP によるアド’じ 
RARP によるアドレ： 

1P アドレス： 

サブネットマスク 


【函 


，ドレスミ錠： 
アド.レス設定： 
•ドレス設定： 


192.168222.51 
255.255 .255.0 
192.168 ,222.1 


HTTP を使用： 

SNMP を使用： 

IP アドレスお囲齡： 
受備午巧 MAC アドレス： 
コミュニティを1: 
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5. [ IP アドレス]、[サブネットマスク]および[ゲート 
ウェイアドレス]設定を指定しまず。 

6. [LPD EP 刷を使用]で、 LPD アプリケーシヨンを使っ 
て現在のプリント設定を表示ずるかどうかを指定し 
まず。 

7. [ Raw 設定]で、 Raw アプリケーシヨンを使って現在 
のプリント設定を表示ずるかどうかを指定しまず。 

8. [ IP アドレス範囲設定を有効にずる]で、 IP アドレス 
が設定されているコンピュータからの接続を制限ず 
るかどうかを指定しまず。 

9. [受信許可 MAC アドレス設定を有効にずる]で 、 MAC 
アドレスが設定されているコンピュータからの接続 
を制限ずるかど5かを指定しまず。 

10. [0 K ] をクリックしまず。 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 



プリント/ファクス送信がでまるよ5コンピュータを設定ずる 


• TCP / IP ネットワークに接続ずる 

本製品を使用するすべてのコンピュータに TCP/IP クライアントソフ 
トウェアがインスI-ールされ、 TCP/IP ネットワークが利用可能な状態 
である必要があります。詳細については、オペレーティングシステム 
の取扱説明書を参照してください。 

• プリンタドライバのインス!-ールおよび接続先を設定ずる 

コンピュータからプリントするには、プリンタドライバをインストー 
ルし、 接続先を設定する必要があります。接続先設定は、プリント用 
アプリケーションによって異なります。が下の情報を基に、お使いに 
なるプリント用アプリケーションを決定し、必要な手順を実行してく 
ださい。 

LPD : TCP/IP で通常使用するアプリケーションです。 

Raw：Windows 2000 /XP/Server 2003で使用するアプリケーシヨ 
ンでず。 LPD より高速でプリントできます。 


■ 本製品の接続方法 ( LPD / Raw ) 

1- プリンタのプロパティ画面を開きまず。 

- Windows 2000の場合は、 Windows のタスクバーの[スタート]一 
[設定]一[プリンタ]をクリックします。 

- Windows XP Professional/Server 2003の場合は、 Windows の 
タスクバーの[スタート]一[プリンタと FAX ] をクリックしまず。 

.Windows XP Home Edition の場合は、 Windows のタスクバーの 
[スタート]一[コントロールパネル]一[プリンタとその他の八ード 
ウェア]一[プリンタと FAX ] をクリックします。 

2. に anon MF 6500 Series CARPS 2] またはに anon 
MF 6500 Series ( FAX )] を右クリックし、[プロパ 
テイ]を選択しまず。 


3. 


[ポート]タブをクリックして 
表示させまず。 


[ポート]のぺージを 


一 Canon MF 6500 Series CARPS2 のブ□パティ 


「を股1其ち I ポ-卜 > 巧田設定 II をの管理1たキュリティ r デバイスの設を I も'尉こ入り I 
:‘、 ® 


蟲威戲' 


n MF 的加 Series CARPS2 


[ッウボックスびオンにねっているポ-卜のうち、を側ホ曲巧おなもので 


ポート 

□ IP.192... 

□ IPJ92... 

□ IPJ92... 

□ IPJ92... 

□ IP 192... 
田 


i が月 

Standard TCP/IP F 
Standard TCP/IP F 
Standard TCP/IP F 
Standard TCP/IP F 
Standard TCP/IP Port 


回方向サボ-卜をち細こする生） 
□ブリンタプールをち細こする姐） 


I I キャンむレ ] 1 を脚が 


ヘルブ ' 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 



[ポートの追加]をクリックして[プリンタポート] 
画面を開きまず。 

[利用可能なポートの種類]から、にね ndard TCP / 
IP PORT ] を選択し、[新しいポート]をクリックし 
まず。 

標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードが起動します。 

[次へ]をクリックしまず。 

[プリンタ名または IP アドレス]で、本製品の IP アド 
レスかホスト名を入力し、[次へ]をクリックしまず。 


ポートのお化 

どのデ! W スは村るボートを胤 D しますか？ 


图 


希望のデバイスのプリンタをまたは IP アドレス、わよ U ポート名を入力してください。 


プリシタるまたは IP アドレス(が： [92.1 68.222 .51 

ポートをを)： IIP - 192.168 .222.51' 


I <房る(目） ()1 ;れ(が> I ) キャンむレ ] 


本製品に割り当てたI P アドレスを入力してから[次へ]をクリックす 
ると、[標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウイザードの完了]ウインド 
ウが表示されます。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


8. [完了]をクリックしまず。 

ダイアログボックスに[ポート情報がさらに必要でず。]と表示された場 
合は、画面の手順に従って再検出を行うか、瞩準]をクリックします。 
プルダウンリストからに anon Network Printing Device with P9100] 
をクリックし、[次へ]をクリックします。 

9. [閉じる]をクリックして[プリンタポート]画面を 
閉じまず。 

Raw 印刷をお使いになる場合は、手順11に進んでください。 

10•プリンタのプロパティボックスで、[ポートの構成] 
をクリックしまず。[プロトコル]で [ LPR ] をク 
リックし、 [ LPR 設定]で[キュー名]にプリント 
キューを入力しまず。 
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[キュー名]にプリントキューを設定できまず。乂下の3つのプリント 
キューが利用できます。 

LP: スプール設定のとおりにプリントしまず。通常はこの設定を選択しま 
ず。 

SPOOL: スプール設定に関係なく、八ードディスク上のプリントジョブ 
をスプールしてからのみプリントしまず。 

DIRECT: スプール設定に関係なく、八ードディスク上のプリントジョブ 
をスプールしないでプリントします。 


11.[0 K ] をクリックしまず。 
12•[閉じる]をクリックしまず。 


索引 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 




- ^ 

L 索引 



ネットワーク上の Windows 2000/XP/Server 2003をプリントサー 
バに設定する ことで、 ネットワークプリンタを効率よく管理できるよ 
うになります。プリントサーバを設定すると、プリントジョブはプリ 
ントサーバによって管理されます。また、あらかじめプリントサーバ 
に代替ドライバをインストールしておくと、各パソコンはプリンタド 
ライバをネットワークからインス!-ールできるようになります。 

1. プリンタドライバのプロパティ画面を表示しまず。 

[スタート]メニューから[プリンタと FAX ] を選択します （Windows 
2000では[スタート]一隙定]一[プリンタ])。 

2. 本製品のプリンタドライバアイコンを右クリックし、 
[共有]を選択しまず。 

3. [このプリンタを共有ずる ] (Windows 2000の場合 
は[共有ずる])を選択して、任意の共有名を入力し 
まず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


4. 本商品を Windows 2000/ XP/Server 2003が外 
のパソコンと共有ずるときは、[追加ドライバ]をク 
リックしまず。 

選択した OS 用のプリンタドライバインス!-ールの画面が表示されます。 
プリンタドライバのファイルの場所を入力して、画面の指示に従ってく 
ださい。 

咳ィモ 

他のパソコンにプリンタドライバをインス I ルするときは、[プリンタ 
の追加ウィザード]のプリンタの接続先を選択する画面で[ネットワー 
クプリンタ]を選択して、プリントサーバに設定したパソコンの共有プ 
リンタを選択してください。 

5. [ OK ] をクリックしまず。 

共有プリンタの設定が完了しました。 
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NetSpot Device Installer (付属の CD-ROM に収録されているキ 
ヤノンユーテイリテイソフトウェア） 


NetSpot Device Installer を使って管理ず 
る 

NetSpot Device Installer は、ネットワークに接続されているキヤノ 
ン製品の初期設定をするユーテイリテイソフトウェアです。 NetSpot 
Device Installer は CD-ROM に収録されています。インストールなし 



- NetSpot Console (キヤノンユーテイリテイソフトウェア） 

咳ィモ 

NetSpot Console のユーテイリテイソフトウェアは、付属の CD - ROM に収録 
されていません 。 NetSpot Console をお使いになるには、キヤノンのウェブ 
サイトからダウンロードしてください。 


■ リモート UI を使って本製品を管理ずる 

本製品にインス!ルされているリモート UI を使って、ウェブブラウ 
ザから本製品を管理できます。 

リモート UI の起動方法については、「リモート UI を使って設定する」 
(一 P.3-19) を参照してください。リモート UI の詳細については、「本 
製品の状態と情報を表示する」（一 P.4-6) を参照してください。 


で直接アクセスすることができ、キヤノン製品のネットワークの初期 
設定を簡単にすばやく行ラことができます。 

NetSpot Device Installer の使いかたについては、 NetSport Device 
Installer のオンラインヘルプを参照してください。 


■ NetSpot Console を使って管理ずる 

NetSpot Console は、ネットワークに接続されている機器を管理でき 
るユーティリティソフトウェアです。ウェブブラウザから、デバイス 
のマップ表示、プロトコルの詳細設定、デバイス状態の通知と表示、 
ジョブ操作など、さまざまな情報を表示できます。 

NetSpot Console の詳細については、オンラインヘルプまたは 
NetSpot Console の Readme フアイルを参照してください。 
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4 リモ ー h Ul 

動作環境 .4-3 

リモ ー h Ul を使ラには .4-4 

リモート UI を起動する .4-4 

本製品の状態と情報を表示ずる .4-6 

ジョブを管理ずる/ジョブ□グを表示ずる .4-7 

印刷ジョブを管理ずる .4-7 

印刷ジョブを表示ずる .4-8 

通信履歴を表示する .4-8 

宛先表を表示/操作ずる .4-9 

ワンタッチまたは短縮ダイヤルを表示/操作ずる ........4-9 

システム管理の設定をずる .4-12 

システム管理情報の設定をずる .4-12 

音 P 門別/ユーザ ID を管理ずる .4-14 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 


HH1^3 



T 

户引 

マ 


戻る 



^81 


宛先表やデバイスの設定情報をファイルに保存ずる/ファイルから読み込む…•… 4-18 

宛先表をファイルに保をずる（エクスポ ー ト） . 4-18 

宛先表をファイルから読み込む（インポ ー ト） . 4-19 

ユーザ 管理 データの 設定を ファイルに 保存する 

(エクスポート） .4-21 

ユーザ 管理 データの 設定を ファイルから 読み込む 

(つソ 7 l \ —トノ . 4■乙之 

初期設定/登録の設定をファイルに保存する 
(エクスポート） .4-23 

初期設定/登録の設定をファイルから読み込む 

(っソルートノ . 4■乙4 

デバイスの仕様設定をずる .4-26 
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参オペレーティングシステム 

- Microsoft Windows 98/98SE 
- Microsoft Windows Me 

- Microsoft Windows NT Workstation 4.0 + Service Pack 3 が 
降 

- Microsoft Windows 2000 Professional 


•ウェブブラウザ 

- Microsoft Internet Explorer 5.01 SPl が降 



- Microsoft Windows XP 
• ウェブブラウザ 

- Microsoft Internet Explorer 5.01 SPl が降 

- Netscape Communicator/Navigator 6.0が降、ただし Netscape 
Communicator 6 は除く 
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戻る 前へ 次へ 


y モート ui を使ろには 


3. ID とパスワードを入力しまず。 

管理なしモード：[管理者モード]または[一般ユーザモード]を選択し、 
パスワードまたはオーナー名を入力します。 

部門別 ID 管理モード：部門 ID とパスワードを入力します。 

ユーザ管理モード：ユーザ ID とパスワードを入力します。 

咳タモ 

ID とパスワードについては、「部門別/ユーザ ID を管理する」（一 P.4-14) 
を参照してください。 

4. [0 K ] をクリックしまず。 


ボードの [ Enter ] キーを押しまず。 

リモート UI 画面が表示されまず。 


リモート UI ソフトウェアを使って、ウェブブラウザからネットワーク 
に接続された本製品へのアクセスと管理ができまず。 

■ リモート UI を起動ずる 

感ィモ 

リモート UI を起動する前に、くシステム管理設定>にあるくネットワーク設 
定>のく IP アドレスの確認>を選択し、本製品の IP アドレスを確認します。 
IP アドレスがわからない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
(一「第3章ネットワーク」） 

1. ウェブブラウザを起動しまず。 

2. アドレスバーに本製品の IP アドレスを入力し、キー 
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A ^ デバイス _ I 


B 



C 詞 


D 互 ! 


E 


国 


本製品の現在の状態などを表示します。 
リモート UI のトツプページに戻ります。 

表示中の画面が最新の情報に更新されま 
す。 

リモート UI のオンラインヘルプを表示しま 
す。 

現在の EP 刷ジョブなどの状態を表示しま 
す。 

表示中のページのトップに戻ります。 


G 


巧巧巧を/さな 


本製品の設定リストなどを表示します。 


H —化— 本製品に登録されているワンタッチまたは 

短縮ダイヤルデータ（ファクス番号など） 
を表示します。 


^ 1つ前のぺージに戻ります。 
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本製品のが態と情報を表巧ずる 



リモート UI を使って、本製品の現在の状態、管理者、設置場所、各種 
設定などの情報を表示ずることができまず。 

1. [デバイス]をクリックし、メニューから表示したい 
項目を選択しまず。 



[状態] カセットおよび手差しトレイの用紙残量 

とエラーメッセージが表示されます。エ 
ラーの詳細を確認するには、[エラー情報] 
をクリックします。 

[情報] 管理者についての情報や設置場所などの、 

本製品に関する情報が表示されます。 

[装備] 現在のシステム設定で使用可能な機能が 

表示されます。 


[ネットワーク]利用できるネットワークインタフエース 
とネットワークプロトコルについての情 
報が表示されます。管理者モードでログオ 
ンした場合は、これらの設定を変更するこ 
ともできます。 


[カウンタ確認]今までに EP 刷、コピー、受信 EP 刷ジョブで 
プリントされた総排紙枚数が表示されま 
す。 
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戻る 前へ 



ジョブを管理ずる/ジョブログを表示ずる 


リモート UI から、印刷ジョブを管理ずることができまず。また、ファ 2 . 印刷ジョブを削除ずる場合は、削除したいジョブの 

クスの送受信の結果を表示ずることもできまず。 チェックボックスを選択し、囲をクリックしまず。 


感ィモ 

. 一般ユーザモードでログオンした場合、[初期設定/登録]の[システム管 
理]で[一般ユーザによるジョブ操作を許可する]にチェックマークがつい 
ていないときは、印刷ジョブを削除できません。[一般ユーザによるジョブ操 
作を許可する]にチェックマークがついているときは、ログオンするときに 
入力した ID と「オーナー」が一致するジョブのみ、操作することができます。 

-[システム管理設定]で[ジョブ履歴表示]を[しない]に設定している場合 
は、[印刷履歴]および[通信履歴]は表示されません。（ーシステム管理情 
報の設定をずる： P .4-12) 


■ 印刷ジョブを管理ずる 

リモート UI から EP 刷中や待機中の EP 刷ジョブを管理できます。 

1. [ジョブ]をクリックし、メニューから脚刷ジョブ] 
を選択しまず。 



咳イモ 



削除したジョブは、元に戻せません。 


印刷中のジョブー覧が表示されます。 
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■ 印刷ジョブを表示ずる 

リモート UI を使って、 EP 刷ジョブの [EP 刷履歴]を表示できます。 
[EP 刷履歴]には最新の EP 刷ジョブが128件まで表示されます。 

1. [ジョブ]をクリックし、メニューから[印刷履歴] 
を選択しまず。 



[巧刷履歴]が表示され、印刷済みの印刷ジョブの情報を確認できます。 


パ 

印刷中にエラーが起きた場合は、[印刷結果]に [ NG ] とエラーコードが 
表示されまず。 

エラーコードには、が下のよラなものがあります。 

# 0816 

原因：プリント総数が[制限面数]の上限に達した。 

処置：プリント総数を増やすか、[制限面数]のチェックを 
はずしてください。（一部門別/ユーザのを管理する： 
P.4-14) 


[通信履歴]が表示され、通信済みのファクスジョブの情報を確認できま 
す。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


■ 通信履歴を表71^ずる 

リモート UI を使って、ファクスジョブの[通信履歴]を表示できます。 
[通信履歴]には最新のファクスジョブが45件まで表示されます。 

1. [ジョブ]をクリックし、メニューから[通信履歴] 
を選択しまず。 




圍 




说ががが！^の細拙柳柳柳柳獅^柳 

-卿汹汹のの饼削汹のの贼汹 W 巧の倘倘 
*8 说のののの说8888ののののの8 

|| 11 i I i 1111 i 11 i I 誦 I 


g ? 2445 扫 Q 3 田 

が w 说ががが别のががのがが MM 化削 
MMMM のの WW のの 

饼饼创脚伽側側削做脚饼汹饼柳觀饼饼 
ががががががががががががががががが 

腸誦 ^^^^^^^^^ 獅 ^^^^ 

M M M M M M M MMM 
FCCCCC C C CCC 

1一| I ■口き言言！！□きき言言 ■百 •己 I ■□言言 •己*□•口 

を受券赞就送送赞纷劑ぷ送迸激迸跑を 


的 ^ 刷 W 
物 i r : 
W 相物物 
ra の のの： 


お贾 S 吉某 S 贾 S 是 

M フフフフフフフフ-フフフフフフフフフ 
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巧巧表を表巧 X 操作ずる 

リモート UI から、宛先表の各宛先の追加や編集をずることができまず。 

@が 

管理者モードでログオンした場合のみ、設定の変更ができまず。 

■ ワンタッチまたは短縮ダイヤルを表示/操作 
ずる 

リモート UI を使って、ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの一覧を表 
示/操作できます。ダイヤルの登録や削除、登録済みの宛先の変更が 
できます。 

1. [アドレス]をクリックし、メニューから[ワンタッ 
チダイヤル]または[短縮ダイヤル]を選択しまず。 



@が 

削除した番号は元に戻せません。 


© 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


2. ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを削除ずる 
場合は、削除したい番号のチェックボックスを選択 
し、图をクリックしまず。 




圍 


麵 


0 




盘遲録 I 盘遲録 I 盘錄 I 遲録 I 
<%_ S i 1 1 趙 | 被 | 

貧。 I - 刖 I 


I SI 些巡の11進 i M 


鸟置 
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3. ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録され 
た情報を表示ずるには、番号または名前をクリックし 
まず。 

[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル]に宛先を追加する場合は、 
名前に[未登録]と表示されている番号をクリックします。 

フ7イルのおちの巧示がも巧 (CAO 曲ツ-ルのヘルプ祖） R 

〇 ちる，〇 .囚齒 む/^、 なを ホ 綱 W ) 巧 "73 进 



S 


因 




1 錄 I 遲漫録 I 遲録 I 盘盘遲録 I 

が 0 k 11 趙|钻|結 I S 

百 H 田因面曰因！一因田面 

w 《 sl 】 坚の二 SI 坚逛の1|整-巡 化り I - に- 


写™憂 



5. 入力した内容を保存ずるには、 [ OK ] をクリックし 
まず。 



グループダイヤルを登録するには、名前に[未登録]が表示されている 
番号をクリックしまず。[種類]から[グループ]を選択し、[グループ 
名]に名前を入力して、[宛先表]をクリックします。 
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プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル]を 
選択し、グループに登録する番号のチェックボックスを選択して [0 K ] 
をクリックします。 


6. [メンバーリスト]に登録した宛先が表示されている 
ことを確認し、 [0 K ] をクリックしまず。 


目次 



各種レポート/リスト 




ピ ■ 



索引 
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ピー 



■ システム管理情報の設定をずる 

リモート UI から、本製品のシステムを管理する情報の設定ができます。 

ィモ 





-[システム管理]は、本製品の操作パネルからも設定できまず。詳細について 
は、操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設定」を参照してくだ 
さい。 

-システム管理部門 ID やシステム管理暗証番号は7巧まで登録できまず。7巧 
に満たない場合はが下のようになりまず。 

例：「321」と入力一「0000321」と設定されまず。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[シ 
ステム管理]をクリックして、[編集]をクリックし 
まず。 



索引 


必要な項目を設定し、 [ OK ] をクリックしまず。 





























































宛先の制限を設定ずる場合 


•[宛先の制限]をクリックしまず。 


[宛先の制限]ページが表示されます。 

•必要な項目を設定し、 [0 K ] をクリックしまず。 



[新規宛先の制限をする]宛先表に登録されていない新規宛先へ 
の送信を、制限するように設定するこ 
とができます。 チェックマークを 付け 
ると、テンキーダイヤルでの宛先の指 
定、リダイヤルでの宛先の指定、宛先 
表の登録が制限されます。 


[ファクスドライバから チェックマークを付けると、ファクス 
の送信を許可する] ドライバからのファクス送信を許可し 

ます。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

システム管理者の ID と暗証番号を設定ずる場合 



@が 

部門別 ID 管理設定時のみ、 ID の登録が可能になりまず。 

• [ ID と暗証番号の登録](または[暗証香号の登録])をクリックしま 
ず。 

[ ID と暗証番号の登録]ページ（または[暗証番号の登録]ページ) 
が表示されます。 

•必要な項目を設定し、 [0 K ] をクリックします。 
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舌 P 巧別/ユーザ ID を管理ずる 


それぞれの部門/ユーザに ID とパスワードを登録ずると、 ID とパス 
ワードの入力を必要とずることにより、本製品の使用を制限ずること 
ができまず。部門別/ユーザ ID とパスワードは最大1000件まで登 
録ずることができまず。部門別/ユーザ ID の管理を使って、それぞれ 
の部門やユーザのコピー、 FAX 送信、プリントの総数を管理ずること 
ができまず。 


感ィモ 

-[部門別 ID /ユーザ管理]は、本製品の操作パネルからも設定できまず。詳 
細については、操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設定」を参 
照してください。 

-[部門別 ID /ユーザ管理]は、管理者モードでログオンした場合のみ表示さ 
れまず。 


1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[部 
門別 ID /ユーザ管理]をクリックして、[設定]を 
クリックしまず。 



2. [部門別 ID 管理設定]または[ユーザ管理設定]をク 
リックしまず。 



〇 戻る，。•苗面れなを ^ か这 T ’ 



部門別 ID リスト 
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3 . テンキーで部門別 ID またはユーザ ID を入力しまず。 
[暗証番号を設定ずる]を選択して、テンキーでパス 
ワードを入力し、 [0 K ] をクリックしまず。 



©戻る • 〇 .图固む P が廉 古ね 巧 CA 0 巧0’ ^つ‘注 



部門別 ID 登録画面 

@パ 

プリント総数やコピー、 FAX 送信面数を設定することにより、それぞれ 
の枚数を制限することができまず。[制限面数]の下の項目を選択し、テ 
ンキーで枚数を入力しまず。 


ユーザ ID 登録画面 

感ィモ 

-ユーザ ID と部門別 ID の入力が必要です。 

-同様に[ユーザタイプ]や[表示名]、[電子メール]を設定ずること 
ができまず。 
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4 . [設定]をクリックしまず。 





5 . [部門別 ID 管理をずる]または[ユーザ管理をずる] 
を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

ファイルのおち©ま示な）わ前みり姐ツ—ルの W レブ抽 巧 

〇 民 a ，〇 .图固む ホ ぉ前 CA。 巧 をな i 过 

哥 http:// 192.1685泣 5l4edi け e が. Wml . v. 己 巧助’レ.。 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 



[ユーザ管理をする] 


部門別 ID 管理ができます。チェック 
マークを付けると、本製品でコピー、 
ファクス送信およびレポート出力な 
ど、本体操作時に部門のの入力が必要 
になり、部門ごとのカウンタ管理やプ 
リント面数の制限などができるように 
なります。また、リモート UI の操作を 
するときにも、部門のと暗証番号の入 
力が必要になります。 

ユーザ管理ができます。チ X ックマー 
クを付けると、本製品でコピー、ファ 
クス送信およびレポート出力など、本 
体操作時にユーザのの入力が必要にな 
り、ユーザごとのカウンタ管理やプリ 
ント面数の制限などができるよラにな 
ります。また、リモート UI の操作をす 
るときにも、ユーザのと暗証番号の入 
力が必要になります。 


咳イモ 


悼印3別 ID を管理する]と[ユーザ管理をする]の両方にチェック 
マークがついている場合は、各ユーザに部門 ID を割り当てる必要が 
ありまず。部門 ID が割り当てられていないユーザは、操作できませ 
ん。 

[ ID 不定プリントジョブを許可する] 

チェックマークを付けると、 ID 管理に 
対応していないプリンタドライバから 
のプリントも可能になります。 

チェックマークをはずすと、 ID 管理に 
対応しているプリンタドライバからの 
みプリントが可能になります。 


[カウントオールクリア] 


全部門のカウンタの値を0に戻すこと 
ができます。 


索引 


© 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


部門別 ID /ユーザ ID を削除するには、目的の部門別 ID /ユーザ ID の 
チェックボックスを選択し、をクリックしまず。 

方•(ルの e«<E) *s<v) 約 SEA り坦）ツ-化征 W け (B な 

〇 民 S • 0 .因国め ホ 巧 0’み同. 注 



ユーザ リスト画面 

登録済みの部門別 ID /ユーザ情報を変更ずるには、部門別 ID /ユーザ 
ID をクリックして部門 ID /ユーザ ID 登録画面を表示します。 


圍 


圍 


4 


立 品思 I ill 
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リモート Ul 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 




巧巧表やデ八イスの設定情巧をファイルに巧をずる/ファイル 
から読み込む 


リモート UI を使って、本製品に登録されている宛先表などの情報をパ 
ソコンのファイルに保巧したり、ファイルから読み込んで本製品に登 
録したりずることができまず。本製品に登録されている設定情報を別 
のデパイスで使用ずるときや、パックアップずるときなどに使用しま 
ず。インポート/エクスポートはデータの交換を目的としたもので、リ 
モート UI のみの機能でず。 


A 


注意 


■ 宛先表をファイルに保ちずる（エクスポート） 

宛先表の情報をファイルとしてパソコンに保存できます。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート>/ェクスポート]をクリックして、[宛先表] 
をクリックしまず。 


インポート/エクスポートは動作が完了するまでに数分かかることがありま 
ず。動作が完了ずるまで、本製品の主電源を切らないでください。本製品が故 
障する恐れがあります。 

感ィモ 

-ファイルのインポート/エクスポート中は、本製品の操作パネルは使用でき 
ません。 

. [インポート/エクスポート]は、管理者モードでログオンした場合のみ表示 
されます。 
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索引 










































© o o 

戻る 前へ 次へ 


■ 宛先表をファイルから読み込む（インポート） 

パソコンに保存したファイルから、宛先表の情報を本製品に読み込む 
ことができます。 

矮タモ 

-新しぃファイルの内容を登録すると、現在登録されてぃる宛先に新しぃ宛先 
表が上書きされまず。 

-タイマー送信を設定してぃる場合には、インポートを行わなぃでくださぃ。 

. 宛先表には最大123件の宛先を登録できまず。宛先はそれぞれの情報が1件 
として扱われます。 

-く宛先表仕様設定>のく詳細設定>の設定内容はインポートできません。い 
ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの詳細設定： P .1-5) 

-グループダイヤルの宛先に別のグループダイヤルを登録した場合は、グルー 
プダイヤルのデータはインポートできません。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート>/ェクスポート]をクリックして、[宛先表] 
をクリックしまず。 
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2. [インポート]をクリックしまず。 



3 . [参照]をクリックしてインポートずるファイルを選 
択し、 [0 K ] をクリックしまず。 


乃イルのお実(目まモ W わ巧に入り曲ツ-ル① AJ け城 
〇 戻る，， 因团か ' 巧ホ ホ わ新こ入り 巧 0，み C 4 
アドレスみ ） I 在] わ邮:// 192.16 目. 222 胡/ぶ わ 03 Jnp . html ? dn =1 


m 


で 


巧巧投ホ / J 


フォルダへの/ くス； 


Canon 



@が 

他のジョブを実行中は、インポートを行わないでください。 
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■ ユーザ管理データの設定をファイルに保存ず 
る（エクスポート） 

ユーザ管理データの設定内容をファイルとしてパソコンに保存できま 
す。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート>/エクスポート]をクリックして、[ユーザ 
管理データ]をクリックしまず。 





© 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

2. [ェクスポート]をクリックしまず。 



3. 画面の指示に従って、ファイルの保存場所を指定しま 
ず。 

指定した場所にユーザ管理データファイルが保存されます。 
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■ ユーザ 管理データの設定をファイルから読み 
込む（インポート） 

パソコンに 保存した ファイルから、ユーザ 管理 データの 設定内容を本 
製品に読み込むことができます。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート>/エクスポート]をクリックして、[ユーザ 
管理データ]をクリックしまず。 







2. [インポート]をクリックしまず。 
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3. [参照]をクリックしてインポートずるファイルを選 
択し、 [0 K ] をクリックしまず。 


乃イルの点実のまモ W わ新こ入り曲ツ'•ルの AJ けが 
〇 房る，.:、因固む人なホ ホ わ巧に入り巧な，を~ 




:祖 http：//1 92,168.22260 /adrs03Jnp.html?dn=2 



パ 


新しいファイルの内容を登録すると、現在登録されているユーザ管理 
データに新しいユーザ管理データが上書きされまず。 

他のジョブを実行中は、インポートを行わないでください。 


J ジクする i：、 現を登録されてし、るユー巧 


f 四）空 



各種レポート/リスト 


システムモニタ 



ユーザ管巧データのインボート 


立 富奮 li j 



索引 


■ 初期設定/登録の設定をファイルに保存ずる 
(エクスポート） 

初期設定/登録の設定内容をファイルとしてパソコンに保存できま 
す。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート/エクスポート]をクリックして、[初期設 
定/登録]をクリックしまず。 
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2. [ェクスポート開始]をクリックしまず。 



3. 画面の指示に従って、ファイルの保存場所を指定しま 
ず。 

指定した場所に初期設定/登録の設定ファイルが保存されます。 


■ 初期設定/登録の設定をファイルから読み込 
む（インポート） 

パソコンに保存したファイルから、初期設定/登録の設定内容を本製 
品に読み込むことができます。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート/エクスポート]をクリックして、[初期設 
定/登録]をクリックしまず。 
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2. [インポート]をクリックしまず。 



〇 〇 〇 


戻る 


前へ 


次へ 



3. [参照]をクリックしてインポートずるファイルを選 
択し、 [0 K ] をクリックしまず。 


乃イルのお実(目巧モ W わ巧に入り曲ツ-ル① AJ け城 
〇 ちる，， 因团わ 户巧ホ ホ ゎ新こ入り巧0，毎： 4 
アドレスみ ） |；i 白 http：//1 92,168.22250 /.adrs03Jnp.html?dn=3 


m 


ち 


巧巧投ホ / J 


Canon 

が ペーリ臟示されましを 


[参照松クリジルてインボートしたい巧巧設定/登録のデ’ 
[0K] をクリックする i:、 巧其賄を定/登録を上ききします。 
システム营巧萄じ音阿の、宛先まの^;スワード、ネシト•: 


聞药旨を/尊誓データファイルを遠巧して下み、。 

_ __ ットワーク盾報も上まきされます。 

ご主恵ください。 

インボ ーM き了後は主電源を入れなお L ■てください。 


を 


咳ィモ 

-システム管理者 ID 、 部門 ID 、 ネットワーク情報なども上書きされまず。 
-インポートした初期設定/登録の設定は、本製品の主電源スイッチを 
入れなおしたあとに有効になります。インポートを実行したあと、一 
度本製品の主電源を切り、10秒後に電源を入れなおしてください。 

-初期設定/登録のインポート後は、本製品の主電源スイッチを入れな 
おずまでリモート UI からの操作を行ラことができません。一度本製品 
の主電源を切り、10秒後に電源を入れなおしたあと、リモート川を 
再起動してください。 

. 他のジョブを実行中は、インポートを行わないでください。 
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2. 各項目を設定したあと、 [0 K ] をクリックしまず。 




[仕様設定]は、本製品の操作パネルからも設定できまず。詳細については、 
操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設定」を参照してください。 
[仕様設定]は、管理者モードでログオンした場合のみ設定できます。 

I. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[仕 
様設定]をクリックして、設定ずる項目をクリックし 
まず。 


例）[共通仕様設定]画面 


咳イモ 


ネットワーク設定の変更は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあ 
とに有効になります。設定を変更したあと、一度本製品の主電源を切り、 
10秒後に電源を入れなおしてください。 
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各種レポート/リスト 



e 〇 〇 

戾る 前へ 次へ 

5システムモニタ 

ジョブおよび本製品の状態を確認ずる .5-2 

送受信の結果を確認する .5-2 

^モリに保存された送受信ジョブを確認/ 

削除する .5-2 

コピー状況を確認/削除ずる .5-3 

プリント状況を確認/削除ずる .5-3 

レポート状況を確認/削除ずる .5-3 
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e 〇 〇 


戻る 


前へ 


次へ 



ジョブおよび本製品の状態を巧認ずる 


システムモニタを使って、送受信結果の表示や処理中のコピー、ファ 
クス、プリントジョブの状態を確認できまず。 

■ 送受信の結果を確認ずる 

1-[システムモニタ]を押しまず。 


2 . 

3. 

4. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 


[ィ —] または [+ ►] を押してく通信履歴>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

[◄-] または [+►] を押して、送受信履歴を表示 
しまず。 


くシステム管理設定 > でくジョブ履歴表示 > をくしない > に設定してい 
る場合は、送受信履歴はディスプレイに表示されません。 


メモリに保存された送受信ジョブを確認/削 
除ずる 


[システムモニタ]を押しまず。 


2. [◄-] または [+►] を押してく通信が況>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

3 . [◄—] または [+►] を押してジョブを選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

< TX 待機中>、く TX 通信中 >、またはく RX 通信中 > が表示された 
場合は、手順6に進んでください。 

4 . [◄—] または [+►] を押してく中止>またはく転 
送>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

く転送> :受信ジョブを送信します。 

くキャンセル> :原稿を削除するには、手順6に進んでください。 

珍ィモ 

メモリ内の受信ジョブのみ、く転送>を選択することができます。 

5 . テンキーを使って宛先を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

選択した原稿の送信が開始しまず。 


6 . 


[ィ 

ず。 


] を押してくはい>を選択し、 [0 K ] を押しま 
[ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 
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■ コピー状況を確認/削除ずる 

1- [システムモニタ]を押しまず。 

2. [◄-] または [+►] を押してくコピー状況>を選 
択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [-^—]または [+►] を押してジョブを表示しまず。 

コピージョブを削除する場合は [0 K ] を押し、 [◄—] を押して〈はい〉 
を選択します。 

4. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

■ プリント状況を確認/削除ずる 

1- [システムモニタ]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくプリントが況>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [◄—] または [+►] を押してジョブを表示しまず。 

プリントジョブを削除する場合は [0 K ] を押し、 [◄—] を押して〈は 
し、〉を選択します。 

4. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

■ レポート状況を確認/削除ずる 

1- [システムモニタ]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくレポート状況>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. [-^—]または [+►] を押してジョブを表示しまず。 

レポートジョブを削除する場合は [0 K ] を押し、 [◄—] を押して〈は 
し、〉を選択しまず。 

4. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 
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送信結果レポート 
受信結果レポート 
通信管理レポート 
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レポート/リストの概要 

本製品で、 ij (下のレポートとリストをプリントできまず。 


レポート/リスト 

説明 

ワンタッチダイヤルリスト1 

ワンタッチダイヤルに登録された相手先の一覧です。 

ワンタッチダイヤルリスト2 

[ワンタッチダイヤルリスト]の詳細データの一覧です。 

短縮ダイヤルリスト1 

短縮ダイヤルに登録された相手先の一覧です。 

短縮ダイヤルリスト2 

[短縮ダイヤルリスト]の詳細データの一覧です。 

グループダイヤルリスト 

グループダイヤルに登録されたグループの一覧です。 

ユーザデータリスト 

現在の設定の一覧および登録された発信元情報です。 

通信管理レポート 

最新40件の送受信履歴です。自動的にプリントするよう設定できます。 

送信結果レポート 

送信結果です。自動的にプリントするよう設定できます。 

受信結果レポート 

受信結果です。自動的にプリントするよう設定できます。 


@ィモ 

. ユーザデータリストをプリントするには、くレポート出力>にあるくリストプリント>からくユーザデータリスト>を選択します。手動で通信管理レポートをプリントするに 
は、同じ手順でくユーザデータリスト > の代わりにく通信管理レポート > を選択しまず。 

. ワンタッチダイヤルリスト1、短縮ダイヤルリスト1、およびグループダイヤルリストをプリントするには、くレポート出力 > にあるくリストプリント > のく宛先表リスト> 
からそれぞれ選択しまず。 

. ワンタッチダイヤルリスト2と短縮ダイヤルリスト2をプリントずるには、くレポート出力>にあるくリストプリント>のく宛先表詳細リスト>からそれぞれ選択します。 
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レポートを自動的にプリントずる 



送信結果レポート、受信結果レポート、通信管理レポートを自動的に 
プリントずるよラ設定ずることができまず。 

■ 送信結果レポート 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [ィ ー] または [+►] を押してくレポート出力>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3 . く仕様設定>が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
を押しまず。 

4 . く送信結果レポート>が表示されていることを確認 
し、 [0 K ] を押しまず。 

5 - [◄—] または [+►] を押して設定項目を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

く エラー 時のみプリント>:送信 エラーが 起きた場合のみレポートをプ 
リントしまず。 

くプリントする>:原稿を送信ずるたびにレポートをプリントします。 

くプリントしない> :レポートをプリントしません。手順7に進んでく 
ださい。 


6. く送信原稿の表示>が表示されていることを確認し、 
[ィ —] または [+►] を押してくつける>または 
くつけない>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

くつけない>:レポートのみをプリントします。 

くつける >:送信原稿の1ページ目をレポートと一緒にプリントします。 

7. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

L レポート項目 

送信結果レポートには、が下の項目が表示されます。 

• 送信結果の説明 
• 受付番号 

•相手先アドレス：受取人のファクス/電話香号 

•相手先略称：ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録されている 
名称 

• 開始時刻：通信した時刻 
• 通信時間：通信にかかった時間 
• 枚数：送信ページ数 
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I 通信結果 

0 K :通信は正常に終了しました。 

NG :通信できませんでした。 

STOP :終了前に通信が手動でキャンセルされました。 

-話し中でした：話し中か、相手先が応答しませんでした。 

• エラー香号：エラー香号の詳細については、操作ガイド（基本編） 
r 第 12 章困ったときには J を参照してください。 

■ 受信結果レポート 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくレポート出力>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. く仕様設定>が表示さていること確認し、 [0 K ] を 
押しまず。 

4. [ィ ー] または [+►] を押してく受信結果レポート> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


5. [◄—] または [+►] を押して設定項目を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

くエラー時のみプリント>:受信エラーが起きた場合のみレポートをプ 
リントしまず。 

くプリントする>:原稿を受信するたびにレポートをプリントします。 

くプリントしない>:レポートをプリントしません。 

6. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

L レポート項目 

受信結果レポートには、が下の項目が表示されます。 

• 通信の説明 
• 受付番号 

•相手先アドレス：受信側のファクス/電話香号 

• 相手先 ID :ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されてい 
る名称 

• 開始時刻：通信した時刻 
• 通信時間：通信にかかった時間 
• 枚数：受信ページ数 
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• 通信結果 

. OK :受信は正常に終了しました。 

- NG :受信できませんでした。 

- STOP :終了前に受信が手動でキャンセルされました。 

• エラー香号：エラー香号の詳細については、操作ガイド（基本編） 
r 第 12 章困ったときには J を参照してください。 

■ 通信管理レポート 

1. [初期設定/登録]を押しまず。 

2. [◄—] または [+►] を押してくレポート出力>を 
選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3. く仕様設定>が表示さていること確認し、 [0 K ] を 
押しまず。 

4. [ィ ー] または [+►] を押してく通信管理レポート> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. く40通信で自動プリント>が表示さていること確認 
し、 [0 K ] を押しまず。 

6. [ィ ー] または[+ ►] を押して希望の設定を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

くプリントする > : 40通信ごとにレポートをプリントします。 

くプリントしない> :レポートをプリントしません。手順9に進んでく 
ださい。 

7. く送信/受信分離>が表示されていることを確認し、 
[0 K ] を押しまず。 


r e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

8. [◄—] または [+►] を押してくずる>またはくし 
ない>を選択し、 [ OK ] を巧しまず。 

くしない>:レポートの送受信の結果を順番にプリントします。 

くする>:レポートの送受信の結果を別々にプリントします。 

9. [ストップ]を押して待受画面に戻りまず。 

L レポート項目 

通信管理レポートには、が下の項目が表示されます。 

• 開始時刻：通信した時刻 

•相手先：相手先のファクス/電話香号、ワンタッチダイヤル、また 
は短縮ダイヤルに登録されている名称 

• N 0 :通信の受付番号 
•モード：通信、エラー訂正モード 
• 枚数：送信ページ数 
• 通信結果：通信結果と通信時間 
- 0 K :通信は正常に終了しました。 

- NG :通信できませんでした。 
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-般的なトラブル 


電源が入らない 


Q 電源コードは確実に差し込まれていまずか？ 


A 電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ 

ているか確認してください。本製品が電源タップに接続 
されている場合は、電源タツプがコンセントに接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 


A 紙づまりが起きていない場合や用紙がカセットまたは手 

差しトレイにセットされている場合は、本製品の主電源 
のスイッチをオフにし、10秒が上待ってからスイッチ 
をオンにしてください。問題が解決するとエラーランプ 
が消え、ディスプレイは待受画面に戻ります。エラーラ 
ンプが点滅したままの場合は、電源コードを抜き、お近 
くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センター 
にご連絡ください。 



電源コードから電気は供給されていまずか？ 

別の電源コードを使うか、コードが途中で切れていない 
か電圧計で確認してください。 

主電源スイッチは入っていまずか？ 

主電源スイツチをオンにしてください。 


エラーランプが点なずる 


Q 本製品に用紙が正しくセットされていまずか？カセット 

または手差しトレイに用紙がありまずか？ 


A 紙づまりが起きている場合は、つまった用紙を取り除い 

てください。（一操作ガイド（基本編）「第12章困っ 
たときには」）カセットまたは手差しトレイに用紙がない 
場合は、用紙を補給してください。（ースタートアップ 
ガイド「本製品のセットアップ」） 


ディスプレイに何も表示されない 


Q 電源コードは確実に差し込まれていまずか？ 


A 電源コードを抜き、5秒ほど待ってからコードを差し込 

んでください。ディスプレイに何も表示されない場合は、 
お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン 
夕一にご連絡ください。 



ま 電源 スイッチは入っていまずか？ 

主電源スイッチをオンにしてください。 

スリープモードになっていませんか？ 

操作パネルの [ ON / OFF ] を押して、スリープモードを 
解除してください。 
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給紙のトラブル 


正常に 給 紙されない 



用紙は正しくセットされていまずか？ 


用紙が正しくセットされているか確認してくださし、。 
(ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 


用紙を入れずぎていませんか？ 


用紙の枚数が適切か確認してください。操作ガイド 
(基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 


用紙が重なって送られる 



用紙は正しくセットされていまずか？ 

用紙が正しくセットされているか確認してください。（一 
スタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 

用紙を入れずぎていませんか？ 

用紙の枚数が適切か確認してください。（一操作ガイド 
(基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 




セットされた用紙は1 種類 だけでずか？ 

1種類の用紙のみをセットしてください。 

本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド（基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 

用紙がなくなってから補給してください。異なつた用紙 
を混ぜないでください。 


紙づまりが繰り返し起こる 


Q 正しい用紙がセツトされていまずか？ 


A 本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 

さい。（一操作ガイド（基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 
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フアクスのトラブル 



■ 送信時のトラブル 

ファクスが送信できない 



本製品が過熱していませんか？ 


電源コードを抜き5分ほど放置して冷やしてくださし、。 
電源コードを差し込み、もう一度送信してみてください。 


ま 電源 スイツチを入れたばかりでずか？ 


原稿の読み込みができる状態になるまで、しばらくお待 
ちください。 


電話回線の種類 （ダイヤル/プッシュ）は正しく 設定 さ 
れていまずか？ 


電話回線の種類が正しく設定されているか確認してくだ 
さい。（ースタートアップガイド「ファクス送信の設定」） 



ファクスモードになっていまずか？ 


[ファクス]を巧してファクス待機中の画面を表示してく 
ださい。 


原稿は正しくセットされていまずか？ 


原稿が正しくセットされているか確認してください。（一 
操作ガイド（基本編）「第2章原稿の取り扱い」） 


入力したワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番 
号は正しく登録されていまずか？ 


ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号が正し 
く登録されているか確認してください。（一操作ガイド 
(基本編）「第4章ファクスを送信する」） 
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正しい香号にダイヤルしましたか？ 


番号が正しいか確認してくださし、。 


スリープモードになっていませんか？ 


スリープモードでは原稿は読み込まれません。スリープ 
モードを解除するには、操作パネルの [ON/OFF] を押 
してください。 


相手機の記録紙がなくなっていませんか？ 

記録紙がなくなっていないか、相手先に確認してくださ 
い。 

メモリから別の原稿を送信中ではありませんか？ 


送信が終わるまでお待ちください。 


通信中にエラーが発生しませんでしたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（一操作ガイド（基本 
編）「第12章困ったときには」） 


通信管理レポートをプリントして、エラーが発生してい 
ないか確認してください。 

(一通信管理レポート： P.6-5) 




電話線は正しく接続されていまずか？ 


電話線が正しく接続されているか確認してくださし、。 
(ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 


電話回線は正常でずか？ 


[オンフック]を押したとき、または本製品に接続されて 
いる外付け電話機の受話器を取ったときに、発信音が聞 
こえるか確認してください。発信音がない場合は、お近 
くの電話会社にお問い合わせください。 



相手機は G 3 機でずか？ 


相手機が本製品と互換性があるか確認してください。 

エラー送信レポートにく話し中でした>と表示されてい 
まずか？ 


ダイヤルしたファクスが使用中です。時間をおいて送信 
しなおしてください。 


相手機が動作していません。相手先に連絡して、ファク 
スを確認してもらってください。 


7-5 


































































































Q 相手機が 35 秒 ij (内に応答しましたか？ 


A 相手先に連絡して、ファクスを確認してもらってくださ 

し、。海外へ送信する場合は、登録した番号にポーズを挿 
入してください。（一海外にファクスを送る（ポーズの 
挿入）： P .1-5) 


Q 通信中/メモリランプが点なしていまずか？ 


A 外付け電話機が使用中です。外付け電話機の通話が終了 

するまでお待ちください。 


送信しようとずるとメモリがずぐにいっぱいになる 



くスーパーファイン>またはくウルトラフアイン>で送 
信していませんか？ 


細かい文字や写真のない原稿の場合は、画質（解像度) 
をく標準>に設定して送信してください。 


細かい文字や写真のある原稿の場合は、メモリ送信を使 
わずにダイレクト送信してください。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 
たは削除してください。 



送信したファクスに巧れがある 


Q 相手機は正常に動作していまずか？ 


A コピーをとって本製品の動作を確認してください。コ 

ピーがきれいな場合は、受信側のファクスに問題がある 
可能性があります。コピーが巧れている場合は、原稿台 
ガラスまたは読み取りエリアを清掃してくださし N 。 （一操 
作ガイド（基本編）「第11章日常のメンテナンス」） 


Q 原稿は正しくセットされていまずか？ 


A 原稿が正しくセットされているか確認してくださし、。 

操作ガイド（基本編）「第2章原稿の取り扱い」） 
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相手の受信原稿が薄い 

濃度がく-薄>側に設定されていまずか？ 

濃度をく濃+ >側に設定します。 

原稿台ガラスや読み取りエリアはきれいでずか？ 

原稿台ガラスや読み取りエリアがきれいか確認してくだ 
さし、。 



送信速度が遅い 



画質（解像度）がくファイン>、くスーパーファイン>、 
くウルトラフアイン>に設定されていませんか？ 


画質（解像度）をく標準>にすると送信時間が短くなり 
ます。 


ECM (エラー訂正モード）がくずる>に設定されていま 
せんか？ 


ECM は通信中にエラーを訂正するため、回線のトラブ 
ルがあると通常より送信速度が遅くなります。 ECM を 
くしない>に設定してください。 



ECM を使って送信できない 


Q 相手機は ECM にが応していまずか？ 


A 相手機が ECM に対応していない場合は、 エラー 確認を 

しない通常のモードで原稿を送信してください。 


送信中にエラーが頻発ずる 



電話回線の状態は良好ですか？確実に接続されていまず 
か？ 


電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか 
確認してください。 


通信速度を落としてください。操作ガイド（基本編) 
「第13章各種機能の登録/設定」） 
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■ 受信時のトラブル 


ファクスを自動受信できない 


Q 自動受信に設定されていまずか？ 


A 自動受信するには、受信モードをく FAX / TEL >、 く自 

動>またはく留守 TEL >に設定します。く留守 TEL > 
に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に接続さ 
れ、応答メッセージが適切に録音された状態で電源が 
入っているか確認してください。（一受信モードを設定す 
る： P .1-7) 


Q メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


A メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 

たは削除してください。 




受信中にエラーが発生しましたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（一操作ガイド（基本 
編）「第12章困ったときには」） 


通信管理レポートをプリントして、エラーが発生してい 
ないか確認してください。（一通信管理レポート： P .6-5) 


用紙はセツトされていまずか？ 


用紙がセットされているか確認してください。（ースター 
トアップガイド「本製品のセットアップ」） 


電話回線は正しく接続されていまずか？ 


ケーブルが正しく接続されていることを確認してくださ 
い。（ースタートアップガイド「本製品のセツトアップ」） 
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電話とファクスが自動的に切り替わらない 


Q 電話とファクスが自動的に切り替わるよラ設定されてい 

まずか？ 


A 自動的に切り替えるには、受信モードをく FAX/TEL > 

またはく留守 TEL > に設定する必要があります。く留守 
TEL >に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に 
接続され、応答メッセージが適切に録音された状態で電 
源が入っているか確認してください。（一受信モードを設 
定する： P .1-7) 



メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 
たは削除してください。 


受信中に エラー が発生しましたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（一操作ガイド（基本 
編）「第12章困ったときには」） 


通信管理レポートをプリントして、エラーが発生してい 
ないか確認してください。（一通信管理レポート： P .6-5) 




用紙はセットしてありまずか？ 


用紙がセットされているか確認してください。（ースター 
トアップガイド「本製品のセットアップ」） 


相手機は、受信信号がファクスであることを本製品に知 
らせる切替信号を送信できまずか？ 


この機能に対応していないファクス機もあります。対応 
していない場合は、ファクスは手動で受信してください。 


手動受信できない 



手動受信に設定されていまずか？ 


受信モードをく手動>に設定してくださし^。（一受信モー 
ドを設定する： P .1-7) 


くファクス仕様設定>のく受信モード選択>でく自動受 
信切り替>がくする>に設定してある場合は、受信モー 
ドがく手動>に設定されていても、自動で受信されます。 

操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の登録/設 
定」） 


Q 受話器を置いたあとに、[スタート]を押したりリモート 

受信 ID を入力したりしていませんか？ 


A 受話器を置く前に、[スタート]を押すかリモート受信 

ID を入力してください。先に受話器を置くと、通信が切 
れてしまいます。 


7-9 





































































きれいにプリントできない 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A カートリッジを取り外して5、6回ゆっくりと振り、卜 

ナーを巧一にならします。問題が解決しない場合は、力一 
トリ ッジを交換してください。 (一操作ガイド（基本編) 
「第11章日常のメンテナンス」） 



正しい用紙がセツトされていまずか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド（基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 


相手機は正常に動作していまずか？ 


相手機の読み取りガラスが巧れていないか確認しても 
らってください。 


トナーセーブモードになっていませんか？ 


く共通仕様設定>のくトナーセーブモード >をくしない> 
に設定してください。い操作ガイド（基本編）「第13章 
各種機能の登録/設定」） 



プリントできない 



トナーカートリツジのシーリングテープは外しました 
か？ 


トナーカートリッジのシーリングテープが外されている 
か確認してください。（ースタートアップガイド「本製品 
のセツトアップ」） 


カートリッジは正しくセツトされていまずか？ 


トナーカートリッジが正しくセットされているか確認し 
てください。（ースタートアップガイド「本製品のセット 
アップ」） 


カートリッジにトナーは残っていまずか？ 


トナーカートリツジを交換してくださし、。（一操作ガイド 
(基本編）「第11章日常のメンテナンス」） 
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正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド(基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 


く共通仕様設定 > のく用紙サイズの登録 > を変更してく 
ださい。（一操作ガイド（基本編）「第13章各種機能の 
登録/設定」） 


画像に巧点またはムラがある 


Q 電話回線のが態は良好でずか？確実に接続されていまず 

か？ 


A このようなトラブルを解決するには、 ECM (エラー訂正 

モード）を使用してください。ただし、電話回線の状態 
が悪い場合は、再度受信しなければならないことがあり 
ます。再度送信してもらってください。 


Q 相手機は正常に動作していまずか？ 


A 相手機の読み取りガラスが巧れていないか確認しても 

らってください。 


e 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A カートリッジを取り外して5、6回ゆっくりと振り、卜 

ナーを巧一にならします。問題が解決しない場合は、卜 
ナーカートリッジを交換してください。（一操作ガイド 
(基本編）「第11章日常のメンテナンス」） 



ECM (エラー訂正モード）を使って受信できない 


Q 相手機は ECM に対応していまずか？ 


A 相手機が ECM に対応していない場合は、エラーチエツ 

クをしない通常モードで受信されます。 


受信速度が遅い 


Q ECM がくずる>に設定されていませんか？ 


A ECM は通信中にエラーを訂正するため、回線のトラブ 

ルがあると通常より受信速度が遅くなります。 ECM を 
くしない>に設定してください。 
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情報サービスからファクスを受信できない 

Q 

電話回線の種類はプッシュ回線に設定されていまずか？ 

A 

ダイヤル回線に設定されている場合は、 [1 ン]を押し 
て一時的に 1 -ー ン発信に切り替えてください。 

Q 

相手から、 r 受信ずるよラに J などの依頼がありました 
か？ 

A 

受信する直前に[スタート]を押してください。 

受信中にエラーが頻発ずる 


Q 電話回線の状態は良好でずか？確実に接続されていまず 

か？ 


A 電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか 

確認してください。 


A 受信速度を落としてください。操作ガイド（基本編) 

「第13章各種機能の登録/設定」） 


Q 相手機は正常に動作していまずか？ 


A 相手機が正常に動作しているか確認してもらってくださ 
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コピー のトラブル 


コピーができない 



トナーカートリツジのシーリングテープは外しました 
か？ 


トナーカートリッジのシーリングテープが外されている 
ことを確認してください。（ースタートアップガイド「本 
製品のセツトアップ」） 


トナーカートリッジは正しくセットされていまずか？ 


トナーカートリッジが正しくセットされていることを確 
認してください。（ースタートアップガイド「本製品の 
セツ h アップ」） 

左カバーが確実に閉じられていることを確認してくださ 
し、。 


原稿は正しくセットされていまずか？ 


原稿が正しくセットされているか確認してくださし、。 
操作ガイド（基本編）「第2章原稿の取り扱い」） 


本製品に適した原稿でずか？ 


本製品に適した原稿がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド(基本編）「第2章原稿の取り扱い」） 
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プリン h のトラブル 


何もプリントされない 



トナーカートリツジのシーリングテープは外しました 
か？ 


トナーカートリッジのシーリングテープが外されている 
か確認してください。（ースタートアップガイド「本製品 
のセッ h アップ」） 

カートリッジにトナーは残っていまずか？ 

トナーカートリッジを交換してくださし、。（一操作ガイド 
(基本編）「第11章日常のメンテナンス」） 


プリントが曲がっている 


用紙は正しくセットされていまずか？ 

用紙が正しくセットされているか確認してくださし、。 
(ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 

A 排紙口がふさがれていないか確認してください。 


Q 


A 


用紙がつまる 


Q 正しい用紙がセツトされていまずか？ 


A 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド(基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 



プリントの質が良くない 



正しい用紙がセツトされていまずか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。（一操作ガイド（基本編）「第3章用紙の取り扱い」） 


用紙の正しい面にプリントしていまずか？ 


用紙によっては裏と表があります。プリントの質が悪い 
場合は、用紙の別の面にプリントしてみてください。 


プリントされた原稿に白い線がある 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A カートリッジを取り外して5、6回ゆっくりと振り、卜 

ナーを巧一にならします。問題が解決しない場合は、卜 
ナーカートリッジを交換してください。（一操作ガイド 
(基本編）「第11章日常のメンテナンス」） 
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電話のトラブル 


ダイヤルできない 



電話回線は正しく接続されていまずか？ 


電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ 
い。（ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 


電源コードは確実に差し込まれていまずか？ 


電源コードが、本製品と電源コンセントに確実に差し込 
まれているか確認してください。本製品が電源タツプに 
接続されている場合は、電源タツプが電源に接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 


ま電源スイッチは入っていまずか？ 

主電源スイッチをオンにしてください。 

電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）は正しく設定さ 
れていますか？ 

A 電話回線の種類が正しく設定されているか確認してくだ 

さい。（ースタートアップガイド「ファクス送信の設定」） 




通話中に電話が切れる 



電話回線は正しく接続されていまずか？ 

電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ 
い。（ースタートアップガイド「本製品のセットアップ」） 

電話線に不具合がありませんか？ 

別の電話線コードを使って、電話線コードが正常かどラ 
か確認してください。 


電話が通じない、または間違った香号にかかる 


Q 電話番号を入力する前に、発信音を確認しましたか？ 


A 電話番号を入力する前に、発信音を確認してください。 

発信音を確認する前に番号を入力した場合、通じなかっ 
たり、間違った番号にかかったりすることがあります。 
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ネットワークのトラブル 


TCP / IP ネットワークからプリントできない 


Q 本製品とケーブルは正しく接続されていまずか？ 


A 本製品を適切なケーブルでネットワークに接続してか 

ら、主電源を入れなおしてください。（ースタートアップ 
ガイド「ソフトウェアのインス!-ール/アンインス!-一 
ル」） 


Q TCP / IP ネットワークは正常に設定されていまずか？ 


A IP アドレスが正しく設定されているか確認してくださ 

し、。 IP アドレスが DHCP 、 BOOTP 、 または RARP で設 
定されている場合は、動作していることを確認してくだ 
さし、。 




プリントに使ラコンピュータは正しく設定されていまず 
か？ 


正しいプリンタドライバがインス!ルされていること 
を確認してください。（ースタートアップガイド「ソフト 
ウェアのインス I ル/アンインス!ル」） 


コンピュータの[コントロールパネル]の[プリンタと 
FAX ] または[プリンタ]で、本製品が[通常使うプリ 
ンタ]に設定されているか確認してください。 


プリントずるファイル名は長すぎませんか？ 


ファイル名を短くしてください。通常 、 LPR (Windows 
2000 /XP の場合は 、 Microsoft TCP/IP EP 刷）は、プ 
リントに使用するアプリケーションソフト名やファイル 
名でジョブを送信します。ジョブ名が255バイトを越え 
る場合は、送信できません。 
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プリンタのポート名が、[次のポートに印刷ずる]に表示されない 


Q 本製品とケーブルは正しく接続されていまずか？ 


A 本製品を適切なケーブルでネットワークに接続してか 

ら、主電源を入れなおしてください。（ースタートアップ 
ガイド「ソフトウェアのインス!ル/アンインス! 
ル」） 



プリントに使ラコンピュータは正しく設定されていまず 
か？ 


正しいプリンタドライバがインスIルされていること 
を確認してください。（ースタートアップガイド「ソフト 
ウェアのインスIル/アンインスIル」） 


コンピュータの[コントロールパネル]の[プリンタと 
FAX] または[プリンタ]で、本製品が[通常使うプリ 
ンタ]に設定されているか確認してください。 
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カスタマーサポート 


本製品は、メンテナンスフリーで安瓜してお使いいただけるよラに作 
られていまず。操作上問題が発生したときは、 r 第7章困ったときに 
は J を参照してください。それでも解ミ夫しない場合や点検が必要と考 
えられる場合には、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相 
談センターにご連絡ください。 
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自動給紙装置のことです。ファクス、コピー、およびスキヤンする原稿 
を給紙します。 


リモート UI 




システムモニタ 


各種レポート/リスト 




T 

^_ 

マ 


エラー訂正モードです。 ECM 対応ファクス機からの送受信の際に、シス 
テムやラインエラーを軽減する機能です。 ECM は、電話回線の状態が良 
くない場所、または回線に干渉が頻発する場合に特に効果的です。 


B 


BOOTP (BOOTstrap Protocol ) 

TCP / IP ネットワーク上のサーバから各パソコンがネットワーク設定情 
報を自動的に取得するためのプロトコルです。 BOOTP を利用すると、ホ 
スト名、ドメイン名、 IP アドレスなどを各パソコンが自動的に検出でき 
ます。 

bps 

一秒あたりのビット数です。ファクス機のデータ送受信速度を表しまず。 


F 


FAX / TEL 切り替え 

この機能を使って、着信が電話かファクスかを自動的に検出するよう設 
定できまず。着信がファクスの場合は、自動的に受信します。着信が電 
話の場合は、着信音が鳴ります。この機能を使って、1本の電話回線で 
電話とファクスが利用できます。 


G 


C 


CNG 


ファクス機が送信する信号で、ファクスの着信であることを識別しまず。 
受信機がこの信号を検出すると、ファクスの受信を自動的に開始しまず。 
ほとんどのファクス機は、 CNG 信号を送信/検出しまず。 


D 


G 3、 グループ3ファクス機 

CCITT / ITU - T による定義です。送信に必要なデータ量を減らして画像を 
送信するエンコード方式を採用していまず。このため、送信時間が短く 
なります。 G 3 ファクス機は、1ページを1分が内で送信できます。 G 3 
ファクス機で利用するエンコード方式は 、 Modified Huffman ( MH )、 
Modified READ ( MR)、Modified Modified READ ( MMR )、 および 
Joint Bi-level Image expert Group ( JBIG ) です。 


DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol ) 

TCP / IP ネツトワーク上のパソコンのネツトワーク設定を自動的に行う 
プロトコルです。インターネツトの標準プロトコルである TCP / IP のセツ 
トアップに必要な設定の多くは自動設定が可能です。 


dpi 


1インチあたりのドット数 （dots per inch ) で、プリンタの解像度を表 
ず単位です。 
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HTTP (Hypertext Transfer Protocol ) 

サーバと各パソコンの通信に使用される TCP / IP プロトコルです 。 HTML 
(Hyper Text Markup Language ) 形式のドキュメントをインターネッ 
卜上で転送するために使用されます。 


IP アドレス （Internet Protocol address ) 

インターネット上でパソコンを特定ずるために用いられる32ビットの数 
値によるアドレスです。128.121 .4.5 のようにピリオドで4つに区切つ 
て記述します。 

ITU-T 

国際電気通信の標準を策定ずる委員会です。 


L 


LAN (Local Area Network ) 

同じ建物または比較的近い場所にあるサーバ、ワークステーション、パ 
ソコンを接続して構築されるネットワークシステムです。 

LPD (Line Printer Daemon ) 

Daemon (デーモン）は特定のタスクを実行ずるため自動的に実行され 
るプログラムです。 LPD は印刷ジョブの流れを制御するデーモンです。 


M 


MAC アドレス （Media Access Control address ) 

LAN に接続されたパソコン、ネットワークプリンタなどのネットワーク 
アダプタに割り当てられた固有の八ードウエアアドレスです。 




R 

RARP (Reverse Address Resolution Protocol ) 

ネットワークアダプタのアドレス （ MAC アドレス）から IP アドレスを 
求めるのに使われるプロトコルです。 

RAW 

Windows 2000 / XP/Server 2003で用いられる印刷アプリケーシヨン 
です。 LPD より高速で印刷できます。 


TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol ) 

インターネットや WAN に接続するためのプロトコルでず。 

U 

URL (Uniform Resource Locator ) 

インターネット上のウェブページなどの場所を特定する標準的な方法で 
す。 http :// www . w 3.0 rg / defau 忙 html のように記述しまず。 " h な p :" は 
ウェブぺージにアクセスしようとしていること、 " www . w 3. org " はその 
ウェブぺージが格納されているサーバのアドレス、 " defau 忙 html " はそ 
のウェブページのトップページのファイル名を意味します。 
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イーサネット 

複数のパソコンを接続ずるための業界標準 LAN システムです。データは 
複数のパケットに分割されパソコン間を転送されるため、パケットは他 
のパケットと衝突することなくスムーズに宛先のパソコンに届きます。 


インターネツトプロトコル （Internet Protocol : IP ) 


インターネット上をデータがどのように転送されるかを記述したネット 
ワーキングの一連の基本ルールです。インターネットプロトコルによつ 
てあるパソコンからのデータがパケットに分割され、特定の IP アドレス 
を持つ別のパソコンに届くよラになります。 

インタフェース 

2台のデバイスがお互いに通信できるようにする、デバイス間の接続を 
指します。本製品には US 巳インタフェースが搭載され、旧 M や互換機に 
対応しています。 

インタ フェー スケーブル 

プリンタとコンピュータを接続ずるケーブルです。 

インタフエースポート 

本製品の背面に USB ポートが1つ搭載されていまず。本製品とコンピュー 
夕の接続にはこのポートにケーブルをつなぎます。 




か 


カーソル 

本製品に番号や名前を登録ずるときに、ディスプレイに表示される、下 
線の記号でず。 

解像度 

出力装置のドットの密度です。 dpi で表します。解像度がイ岳いと、文きや 
画像が荒く見えます。解像度が高いと、丸みや角がなめらかで、通常の 
活字のように見えます。解像度は、600 X 600 dpi のように横と縦のデー 
夕で表されます。 

クッキー Cookie ) 

ウェブサイトにアクセスしたときに、ユーザのパソコンに記憶される 
ファイルです。再度そのウェブサイトにアクセスしたときに、が前にも 
アクセスしたユーザであることがクッキーによって分かるため、サイト 
に自動的にアクセスしたり、サイトの機能をカスタマイズしたりすると 
きに使われます。 


グループダイヤル 

複数のワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの番号を、グループとしてま 
とめてダイヤルできます。同じ原稿を複数の相手先に送信する場合、1回 
のキー操作で複数の番号を入力できます。 

ゲートウェイアドレス 

ネットワークまたはウェブサイトの既定のアドレスです。単一のドメイ 
ン名とサイト入口が提供されます。 
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サブネットマスク 

TCP / IP ネットワーク上で、ある IP アドレスがどの下位グループ（サブ 
ネット）に属するかを決める方法です。同じサブネットに属するデバイ 
スは、 IP アドレスのプリフィクスが共通しています。ネットワークをサ 
ブネットに分割すると、セキュリティとパフォーマンスの両面で効果的 
です。 

自動リダイヤル 

ファクスの相手先が話し中または応答しない場合、あるいは送信中にエ 
ラーが発生した場合、一定の時間をおいて同じ番号に自動的にダイヤル 
します。 


写真 


中程度の色調で、写真などの原稿を送信またはコピーするときの設定で 
す。 

手動受信 

外付け電話機を使ってずべての着信に応答する、ファクス受信方法でず。 
受話器を取り、[スタート]を押してファクスを受信します。 

手動リダイヤル 

通常のダイヤル方法を使う場合、操作パネルの[リダイヤル]を押すだ 
けで再度ダイヤルできます。最後にテンキーを使ってかけた番号がダイ 
ヤルされます。 

スピードダイヤル 

キーを数回押すだけでファクス/電話番号にダイヤルします。スピード 
ダイヤルを使用するには、本製品に番号を登録する必要がありまず。ワ 
ンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルも参照してくださ 
い。 




送信速度 

電話回線を介してファクスが送られる速度です。 bps も参照してくださ 
い。 

外付け電話機 

受話器の代わりに、本製品に接続されている電話機でず。外付け電話機 
を使って、ファクスを手動で受信できます。 


た 


タイマー送信 

設定した時刻にファクスを送信できる機能です。 

ダイヤル方法 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル、宛先表からの 
発信、リダイヤル、テンキーを使っての通常のダイヤルがあります。 

短縮ダイヤル 

[短縮]とテンキーを使って2おの番号を押すだけで、ファクス/電話番号 
を自動的にダイヤルします。 

通常ダイヤル 

テンキーを使って、ファクス/電話番号をダイヤルしまず。 

通信管理レポート 

本製品で送受信されたファクスの記録です。 

テンキー 

操作パネル上の数字が書いてある丸いキーで、通常の電話機のキーと同 
じ配置です。 

通常のダイヤルには、テンキーを使います。名前の登録や、短縮ダイヤ 
ル番号の入力にも使用します。 
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回線種類切り替え 

お使いの電話回線（プッシュまたはダイヤル）の発信方法に合わせて、本 
製品を設定できまず。 

トーンキー 

ダイヤル発信から一時的に!-ー ン発信に切り替えることができるキーで 
す。オンラインデータサービスを利用するには、 I -ーン発信が必要なこ 
とがありまず。 

同報送信 

1回の操作で、複数の相手先に原稿を送信します。（本製品のメモリを利 
用します。） 

K ナー 

トナーカートリッジに入っている、黒い樹脂コートされた粉末のことで 
す。本製品の内部にある感光性ドラムの表面に、静電記録式の仕組みを 
利用してトナーを付けてプリントします。 

トナー節約 

巧き品質をわずかに落として、トナーの消費量を少なくする機能です。 


は 


ファイルサー八' 

LAN 経由で複数のパソコンがアクセスするパソコンまたはワークステー 
シヨンです。 ファイルサーバの八ードディスクドライブは、各パソコン 
によって共有されます。 

フアイン 

小さい文きや線のある原稿用の画質（解像度）設定です。 




プロキシ サーバ 


表示に時間がかかる、接続斜金が必要などのリモートサーバ上のファイ 
ルの代理として、ファイルのキャッシュを提供するサーバです。通常 
WWW サーバを指し、 URL を受け取ると要求されたファイルをキャッシュ 
から提供しまず。必要なファイルがキャッシュにない場合は、リモート 
サーバに取りに行って提供しまず。このときキャッシュにも保存し、次 
に要求があったときはキャッシュ内のローカルファイルが提供されま 
す。 

プロトコル 

ネットワークを流れるデータを制御ずる一連のルールです。 FTP 、 
DHCP 、 BOOTP 、 RARP 、 IPP 、 TCP/IP などがあります。 

- DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol ) 

TCP / IP ネットワーク上で、クライアントのネットワーク設定を自動 
化するためのプロトコルです。 TCP/IP (インターネットの標準プロト 
コル）の多くの設定が自動的に行われます。 

- BOOTP (BOOTstrap Protocol ) 

TCP / IP ネットワークのクライアントマシンが、ネットワーク設定情 
報をサーバから自動的に取得するためのプロトコルです。 

ホスト名、ドメイン名、 IP アドレスなどの情報を自動的に取得できる 
ので、これらを手動設定ずる必要がなくなります。 

- RARP (Reserve Address Resolution Protocol ) 

ネットワーク機器の MAC アドレスから IP アドレスを求めるためのプ 
ロトコルでず。 


- TCP/IP (Transnmssion Control Protocol/Internet Protocol ) 
インターネットや WAN に接続するためのプロトコルです。 

ポーズ 

長距離電話番号を登録する場合、または一部の電話システムや内線番号 
から外線にかける場合に必要な区切り時間です。[ポーズ]を押すと、電 
話番号の間にポーズが挿入されます。 
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モデム 

電話回線で送信するためにデジタルデータを変換するデバイスです。受 
信元のモデムが、変換されたデータをコンピュータが理解できるデジタ 
ル形式に変換します。 


ら 


リモート UI (Remote User Interface ) 

ネットワーク接続されたパソコンから 、 Internet Explorer などのウェブ 
ブラウザを使って、本製品の機能を設定したり状態を確認できる機能で 
す。離れた場所から本製品を操作できるので便利です。 

リモート受信 

本製品から離れたところにある外付け電話機で応答して、ファクスを受 
信します。リモート受信には、リモート受信 ID 番号を入力する必要があ 
りまず。 

リモート受信の 

外付け電話機を使ってファクスを手動で受信する場合に必要な2巧の番 
号です。 

レポート 

本製品でプリントされた文書で、送受信されたファクスの情報が記載さ 
れています。 

ログオン 

認証のためユーザ ID とパスワードを入力して、パソコンのセッションま 
たはサービスへのアクセスを開始することでず。 




ね 


ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルキーを1回押すだけで、ファクス/電話番号を自動 
的にダイヤルします。 

ワンタッチダイヤルキー 

1つあるいはグループのファクス番号として登録できる、操作パネル上 
のキーです。番号またはグループを登録すると、キーを1回押すだけで 
ダイヤルできまず。 
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電話番号 


担当部門 


担当者 


Canon 


キヤノン株式会社-キヤノンマーケティングジャパン株式会社 


お客様相談センター 
(全国共通番号） 


050 - 555-90024 


[受付時間] 〈平日〉9:00〜20:00 

〈±日祝祭日 > 10:00〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていただきます） 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9627 をご利用ください。 

XIP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつながらない場合があります。 
X 受付時間は予告なく変更ずる場合があります。あらかじめご了承ください。 


キヤノンマーケテイングジヤノ くン株式会社 干1 08-8011 東京都港区港南 2- 1 6-6 


FA7-8215 (010) 
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